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I 事務日程

1 県の事務

第24回参議院議員通常選挙 事務日程
【6月 22日 公示日・ 7月 10日選挙期日】

備考

選挙管理委員室

本館 2階会議室

選挙管理委員室

本館 2階会議室

実施放送局

第 1別館 5階会議室

第 1別館 5階会議室

15:00記者発表

実施放送局

処理事項

立候補届出書類の事前審査開始 (～ 6月 17日 (金 ))
表示板、標旗、腕章、ビラ証紙の納品

ビラ証紙の枚数確認 (9:00～ 17:00)

日第2回公示日リハーサル (オンライン)

政見放送事前申込み (14:00～ )

【委員会告示】

・選挙人名簿登録基準日等及び在外選挙人名簿に係る縦覧の期間

(法22②、令14② )

・ポスター掲示開始期日 (法 144の 2⑤ )

名簿届出政党等名称等掲示貼付用台紙の印刷開始 (出来次第送付)

公営物資の箱詰め (10:00～ 11:00)

名簿届出政党等名称等掲示貼付用台紙の市町への到着完了

政見放送事前収録

立候補届出受付リハーサル・会場設営 (13:30～ 15:00)

立候補届出受付リハーサル (15:00～ 17100)

【選挙人名簿登録基準日・登録日】

口選挙入名簿登録者数速報受理 (法22②、地自法第74④ )

◎公示日

【委員会告示】
・繰上投票区及び投票期日 (法 56、 令46① )
・投票用紙の様式及び規格
・選挙長及び同職務代理者の選任 (法 75、 令80、 81)

・選挙分会長及び同職務代理者の選任 (法 75、 令80、 81)

・選挙会を行う場所及び日時 (法78)

・選挙分会を行う場所及び日時 (法 73)
・選挙公報掲載順序を定める(しを行う場所及び日時 (法 169⑤ )
・政見放送順序を定める(し を行う場所及び日時 (実施規程14① )
・投票所 (期日前投票所及び不在者投票記載場所含む。)における

名簿届出政党等の名称等の掲韓順序を定めるくしを行う場所及び

日時 (法 175③、⑤)
・選挙運動従事者及び労務者に対する実費弁使の額及び報酬の額

(法 197の 2①、②、令129)

・選挙人名簿登録者数の50分の1及び3分の1の数ほか (地自法74ほか)
・選挙運動費用支出制限額 (法 194①、196)

【選挙長告示】

・選挙長の執務場所 (県規3② )
・選挙立会人のくしを行う場所及び日時 (法 76、 62⑥ )
・候補者届出書の受理 (法86①)※ 以下、「立候補届出」と表記
【選挙分会長告示】

・選挙分会長の執務場所 (県規3② )
・選挙立会人のくしを行う場所及び日時 (法 76、 62⑥ )

【選挙区・立候補届出受理等関係事務】
・立候補届出受理 (8:30～ 17:00)(法 86の 4①、②)
・立候補届出受理の際、連反文書にかかる撤去指導文書の交付
・立候補届出受理の報告 (法 86の 4① )
・立俣補届出受理の通知 (令 92◎、①)
・照会
・速報 (総務省、市町、地方書記室、県政記者クラブ)
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備考

選挙管理委員室

選挙管理委員室

ゴ海′タ

総務省

総務省

県央地区

県北地区

選挙管理委員室

第 1房!館 5階第 2会議室

未定

長崎県市町村会館

印刷所

印刷所

東京都

印刷所

印刷所

本館 2階会議室

本館 2階会議室

選挙管理委員室

長崎県総合種祉センター

県政記者クラブ

選挙管理委員室

印刷所

選挙管理委員室

処理事項

政治活動用ボスターの掲示の制限について (法 143①、①)

(任期満了前6月 (1月 25日 )～選挙の期日まで)

第 3回選挙管理委員会 (13:30～ 14:30)

書岐茂震選挙告示冒

任期満了前90日 における寄附の禁上の強化について (法 199の 2、 199の 5)

(任期満了前90日 (4月 26日 )～選挙の期日まで )
畜妓市長選挙投案 β

五島海区漁葉″≧寅兵月会委員聴欠選挙 告示β

√与町長選挙告示β

五島海区漁業調整委員会委員輪欠選挙投票 β

f与″
=懇
芸震
=β

第 4回選挙管理委員会 (13:30～ 14:30)

・投票用紙の様式及び規格について

・ポスター掲示場の区画数について

・政見放送を行うことができる一般放送事業者及び候補者 ごとの

放送回数 (法 150③、実施規程2⑤)ほか
だ崎県各孵 勢 睾 翡 会連合会総会

都道府県選挙管理委員会委員長・春記長会議 (10:00～ 12:00)

部道府県選挙管理委員会選挙担当係長会議 (13:00～ 15:30)

不在者投票指定施設説明会 (13:30～ 15:00)

【委員会告示】

・政見放送を行うことができる一般放送事業者及び候補者ごとの放送回数

在外投票用紙到着 (総務省から)

不在者投票指定施設説明会 (13:30～ 15:00)

第 5回選挙管理委員会 (13:30～ 14130)

地方書記室担当者説明会 (海区一般担当者会議)(13:30～ 16:30)

市町選挙管理委員会委員長・書記長会議 (9:30～ 12:00)

海区一耀 挙病砿選挙雪理委員会事務担当をス
お
彦 餌 ∫

`'と'～

/JO`,ノ

政見放送打合わせ (13:30～ 15:00)

長崎県明るい選挙推進協議会総会及び意見交換会 (14:30～ 16130)

投票用紙の原版作成 (10:00～ 12:00)

投票用紙の印刷 (9100～ 17:00)

明るい参議院選挙推進全国大会 (明推協 )

投票用紙の裁断①・投票用紙の点字表示刻印① (9:00～ 17:00)

投票用紙の裁断②・投票用紙点字表示刻印② (9:00～ 17:00)

投票用紙等の穀入・梱包 (9:00～ 12:00)

投票用紙等の発送 (6:30～ 7:45)

□選挙人名簿登録者数記者投込み (6月 定時 )

第 6回選挙管理委員会 (10:30～ 11:30)

立候補予定者・政党等説明会 (13:00～ 17:00)

投開票速報記者 レク (10:30～ 11:00)

日第1回投開票速報 リハーサル (オンライン)

:選挙公報の印刷・発送にかかる打合わせ (13:30～ 14:30)

日第 1回 公示 日リハーサル (オ ンライン )
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備考

10:30頃

17:30

印刷者

作成者

18:30

作成者

18:00

19i00

印刷所

総務省

印刷所

印刷所

12:00記者発表

選挙管理委員室

処理事項

・公営物受 (法 141⑤、県親81よか)、

証明書等 (法 149①、規則劉Эほか)の交付
・選挙区選挙公報原稿の印刷所持込み (当 日分)
・選挙事務所の設置・異動届の受付開始 (法 130②、令108)

・出納責任者の選任・異動届の受付開始 (法 180③、182)

・選挙運動事務員等届出書の受付開始 (法 197の 2⑤、令129◎ )
・選挙立会人届山の受付開始 (選挙期日前3日 まで)(法 76、 62① )
・選挙公報掲載申請の期限 (翌日17時)(法 168① )
・選挙公営にかかる契約締結の届出等の受付開始 (法 141②、県規17ほか)
・政見放送申込みの期限 (法 150①、実施規程5④ )

・政見放送及び経歴放送順序を定めるくしの実施 (実施規程14① )
・政見放送の日時の通知 (実施規程徽③)

・立候補辞退届出の期限 (17時)(法 86のと⑩)
・県選管ホームページに候補者の情報掲載
・点字の候補者名簿の発注

・「選挙のお知らせ (点字・音声版)」 の発注 (要事前打合わせ)
・推薦団体確認申請受理・確認書交付・通知 (法 201の 4)

・推薦演説会開催周知用ポスターの検印 (法 201の4②、⑤、県規62～ 64)

【比例代表関係事務】
・名簿届出政党等の通知受理、市町・地方書記室への通知 (令 92③、⑤)
。選挙立会人届出の受付開始 (選挙期日前3日 まで)(法 76、 62① )
・選挙事務所の設置、異動届の受付開始 (法 130②、令108)

・投票所 (期日前投票所及び不在者投票日己載場所含む。)における
名簿届出政党等の名称等の掲載順序を定める(しの実施

(法 175③、⑤、県規53① )
・投票所 (期日前投票所及び不在者投票配載場所合む。)における
名簿届出政党等の名称等の掲載内容の送付 (法 175Cう

・点字の名簿届出政党等名簿の発注
・県選管ホームページに名簿届出政党等の情報掲載

(総務省ホームページヘのリンク)

【確認団体関係】              I
・確認団体の通知受理 (法 201の 6④)・ 市町、地方喜記室通知

・政談演説会開催申出受付開始 (法 201の 1l②、令129の 5)

・政談演説会開催周知用立札等の表示交付開始 (法201の 1l⑥、県規74)

選挙公報掲載申語の期限 (17時)(法 168① )
選挙区・選挙公報掲載順序を定める(じの実施 (法 169⑤ )

比例代表・選挙公報掲載申請政党等の数及び掲載ベージ等の通知奨理

比例代表・選挙公報掲載,風序を定める(じの実施 (法 169⑤ )

選挙区・選挙公報版下及びフィルム作成、検査 (19:30～ 21:00)

比例代表・選挙公報原稿受理 (10:00～ )

比例代表・選挙公報印刷所持込み (～ 16:00)

比例代表・選挙公報版下及びフィルム作成、検査 (19:30～ 21:00)

投票所における名簿届出政党等の名称等掲示の印刷 (出 来次第送付 )

選挙公報印刷・市町への発送開始 (～ 6月 28日 )

口期日前投票者数速報受理 (1回 日)(～ 10:00)
選挙公報の市町への発送完了

第 7回選挙管理委員会

点字の候補者等名簿及び選挙のお知らせの市町への発送開始
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12:00記者発表

12:00記者発表

翌日10:00記者発表

第 1別館 5階会議室

12:00記者発表

第 1別館 5階会離室

第 1別館 S階会議室

第 1別館 5階会臓窒

第 1別館 S階会議室

第 1男1館 5階会議室

選挙管理委員室

特別応接室

特別応接室

総務省

総務省

処理事項

選挙公報の市町への到着完了

■第2回投開票速報リハーサル (オンライン)

比例代表補売名簿届出期限 (法 86の 4⑥ )

比例代表名簿取下期限 (法 86の 4⑥ )

点字の候補者等名簿の到着完了

投票所における名簿居出政党等名称等掲示の市町への到着完 了

街頭啓発パ レー ド (長崎市内案施分)(13:30～ )
口期日前投票者数速報受理 (2回 目)(～ 10:00)
職員の期 日前投票実施

選挙区選挙補充立候補届出期限 (法 86の《)
■第3回投開票速報 リハーサル (オンライン)

街頭啓発 (長崎市内実施分 )

投開粟速報 リハーサル (18:00～ )

選挙立会人届出期限 (法 76、 62① )
選挙立会人の くしの実施、選任、通知 (法 76、 62の )

選挙公報各世帯配布期限 (法 170① )

街頭啓発 (長崎市内実施分 )

政見放送最終日 (実施規程12の )

◎繰上投票区投票日 (法 56)

・1衝頭啓発

・期日前投票及び不在者投票最終 日

・投開票速報等の準備完了

・選挙運動最終日 (法 120)

□期日前投票者数速報受理 (3回 目)(～ 10:00)
□選挙当日有権者数速報受理

□繰上投票区投票結果速報曼理

◎選挙期日 【投開票日】

・選挙事務所廃止届の受付

□選挙当日有権者数言己者発表 (10:00)

日期日前投票者数速報受理 (最終)(～ 10100)
□推定投票率受理・記者発表 (以下、同じ。 )

口投票結果速報・開票状況中間・結果速報

投開票速報会場の撤収

投開票結果の文書検収 (法 66③、令74、 要領)(海区投票用紙等の配付)
当選証■の作成

投開票結果の文書検収 (法 66③、令74、 要領)(海区投票用紙等の配付)
。選挙区選挙会 (法 80)(9:30～ )
・比例代表選挙分会 (法80)(10:30～ )
・選挙管理委員会あての選挙区当選人の決定報告の作成 (法 101の3① )
・第8回選挙管理委員会 (13:00～ 13:45)
・当選の告知 (法 101の 3②)         I
・当選証書付与式 (法 105① )(14:00～ )
・当選人の住所及び氏名の告示 (法 101の 3② )

選挙区選挙の当選人に関する報告 (総務大臣あて)(法 108① )
比例代表の選挙分会報告 (選挙長あて)(法 81① )
選挙運動用収支報告喜 (第 1回 目)提出期限 (法 189① )
選挙の効力に関する訴訟提起期限 (法 204)

当選の効力に関する訴訟提起期限 (法 208)

供託証明書返量開始 (訴松提起がない場合 )(法 93、 今93)
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備考処理事項

・不在者投票記載場所の決定 (令 56、 57)

・投票管理者 (市町選管委員長)の事務補助執行者の決定、事務分担の作成
・不在者投票用紙等の公示日前郵送日の決定 (令53)

(公示日前1日以降とする。ただし、特定国外派遣隊員の不在者

投票は公示日前2日 (6月 20日 )以降 )
・不在者投票請求の受理 (令50①、④)

11 在外選挙投票
・在外選挙の郵便投票に使用する投票用紙等の請求受理 (令65の1l① )

(選挙期日前4日前まで)

(参議院議員の任期満了日前60日 にあたる日 (5月 26日 )から投票用紙等を

郵送することができる。)(令65の 11、 在外則23)
12 開票管理
・開票管理者、同職務代理者の選任 (肉定)(法 61、 令67)
・開票所・開票場所・開票開始時刻の決定 (法 63、 64)

・開票立会人のくしを行う場所及び日時の決定 (法62②)

(選挙期日前3日 (7月 7日 )午後5時以降)
13 選挙公報
・配布計画の作成等 (法 170①、②)

市町選挙管理委員会委員長・書記長会議 (9:30を 12:00)

海区一般選挙市町選挙管理委員会事務担当者会議 (13:00～ 15:00)

～5/27)

選挙人名簿登録 (6月 定時登録 )

・投票用紙等の受領完了

立候補予定者説明会 (13:00～ 17:00)(市町の出席は不要 )
■ ハーサル

・名簿届出政党等名称等掲示貼付用台紙印刷・発送開始

O選挙人名簿 (選挙時登録)縦覧場所の告示期限 (法23② )
O在外選挙人名簿帝に覧場所の告示期限 (法30の 7② )
。名簿届出政党等名称等掲示貼付用台紙の受領完了
・ポスター掲示場の設置期限 (要領)

Oポスター掲示場設置場所の告示 (設置後直ちに)(法 144の 2①、④)
・特定国外派遣隊員の不在者投票投票用紙等の発送開始 (令59の5の4⑦ )

【選挙大名簿登録基準日・登録日】 (法22② )
・選挙人名簿登録者数の県選管への報告 (～ 11:00)(令 22①、要領)
O選挙大名簿登録抹消の告示 (随時)(法 28)
O選挙人名簿登録者数の50分の1及び3分の1の数の告示 (地自法74ほか)
・不在者投票投票用紙等の発送開始 (令53① )

◎公示日 【詰告示の執行等】

O投票所の告示 (法41① )
O投票管理者、同職務代理者の住所及び氏名の告示、選任通知
(法 37②、令鰤O、 25)         十
O投票所 (期 日前投票所及び不在者投票記載場所含む。)における
選挙区候補者氏名等の掲載順序を定めるくしを行う場所及び日時の

告示 (法 175③、⑤、県規53③ )

O期 日前投票所の告示 (令49の 7、 令25)

O期 日前投票所の投票管理者、同職務代理者の住所及び氏名等の告示、
選任通知 (令49の 7、 25、 27)

市区町村オンラインシステムルーター (導通)テス ト
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第24回参議院議員通常選挙 事務日程
【6月 22日公示日・7月 10日 選挙期日】

2 市町の事務

―

一
一
Ｎ
Ｉ

備考処理事項

※ 選挙期日の公示前に準備・処理する主な事務

1 開票区の分割協議 (法 18② )
2 投票区の見直し (投票区の告示)(法 17②、③)
3 執行計画、事務分担、事務従事者の選任 委嘱、選挙関係物資の整備
4 ボスター掲示場
・減少協議 (法 144の2② )

・掲示場設置場所の選定 (法 144の 2、 令111)

・掲示場設置図面の作成 (令 111の 2、 要領)
・掲示場の設置 (公示前2日まで)(法 1“の2、 県規28)
・掲示場設置場所の告示 (設置後直ちに)(法 144の2④ )
・立候補予定者等へのポスター掲示場設置図面の交付

(公示日前5日 以降、希望者のみ候補者ごとに2部以内)(令 111の 2、 要領)
5 個人演説会 (公営施設使用 )
・施設の指定、施設管理者に対する費用額の承認 (法 161③、令121)
・指定施設の県委員会への報告 (法 161③ )
・公営施設管

'■

者からの行事等使用予定表等徴収、使用予定表の作成 (令 118)

・施設利用に関する定めの承認、会場使用料の公表 (令 119②、121)

6 選挙人名簿
・登録の移替えを行わない期間の決定・広報 (告示)(令 17ただし書き)
(登録の移替えの留保可能期間 (5月 26日 ～選挙期日))
・選挙人名簿の縦覧場所の決定 (法23② )
・選挙人名簿の登録予定者の調査 (法21④ )
・選挙人名簿の整理及び抄本の作成 (法 19④、27)

7 在外選挙人名簿              ′
・登録事務の迅速化 (公示日～選挙期日は登録ができない。)(法 30の 6② )
8 投票管理
・投票期日の繰上げ内申 (該当市町)(法56、 令46)
・投票時刻の繰上げ・繰下げの届出 (該当市町)(法40①ただしをき)
・投票管理者、同職務代理者の選任 (内定)(法 37、 令24)
・投票立会人の選任 (内定)(法38、 令27)
・投票所の設置場所の決定 (法39)

・不在者投票にかかる指定投票区等の決定 (法37② )
・各投票所の設備の決定、備品等の調達及び配送計画作成
・選挙区候補者の氏名等掲示の掲載順序を定めるくしを行う場所及び

日時の決定 (法 175③、県規53③ )
・投票所入場券の作成 (準備)(令31)
・転出 (予定)者に対する案内通知の作成 (準備)
9 期日前投票管理
・期日前投票所の設置数、設置場所、設置期間等の決定
・投票箱、投票録、封印された鍵、選挙人名簿抄本の保管・管理方法の決定
・投票管理者、同職務代理者、投票立会人の選任 (肉定)

及び内定者等への事務手続き (通知)
・詐偽投票防止対策、投票録作成方法、鍵の封印などについて説明
・投票箱、投票録、宣誓書記載合、投票記載台などの準備
・複数の投票所を設ける場合の投票済み情報の伝達方法の検討
10 不在者投票  、
・不在者投票指定施設の県選管への指定依頼 (該当市町)(令55② )
・不在者投票用紙等の交付場所の決定 (令 53、 54)
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備考

17:00以 降

処理事項

○在外選挙人が投票を行う期日前投票所指定の告示 (令65の 13ほか )

O不在者投票用紙等の交付場所の告示

O開票管理者、同職務代理者の住所及び氏名の告示、選任通知

(法61②、令68)

0開票立会人を定める(じを行う場所及び日時の告示 (法62⑥)

O開票の場所及び日時の告示 (法64)
・投票立会人の選任及び通知 (本人及び投票管理者)(法38①、令27)
・期日前投票所の投票立会人選任及び通知 (本人及び投票管理者)

(法49の②、38①、令49の 7、 27)

・投票所入場券の交付開始 (令31)

・選挙区候補者氏名等の通知受理 (令 92◎、①)

及び候補者氏名等の投票管理者、開票管理者への通知 (令 92◎、②)

・比例代表名簿届出政党等の名称等の通知受理 (令92⑥)

及び名簿届出政党等の名称等の投票管理者、開票管理者への通知 (令 92③、②)

・諸届受理

選挙事務所設置届の受付開始 (法 130②、令108)

開票立会人届出の受付開始 (選挙期日前3日 まで)(法 62、 令69)
公営施設使用のl固人演説会開催申出書の受付開始 (法 163、 令112① )
・選挙人名簿 (選挙時登録)の縦覧 (公示日のみ)(法23① )
・在外選挙人名簿の縦覧 (公示日のみ)(法30の 7① )
・投票所 (期日前投票所及び不在者投票記載場所含む。)における

選挙区候補者氏名等の掲載順序を定めるくじの実施 (法 175③、⑤)

・投票所 l期日前投票所及び不在者投票記載場所含む。)における

名簿届出政党等の名称等の掲載順序の通知受理 (法 175、 県規53② )

・投票所 (期日前投票所及び不在者投票記載場所含む。)に掲示する

選挙区候補者氏名等・比例代表名簿届出政党等の名称等の氏名等

掲示の作成 (法 175⑤ )
・期日前投票所及び不在者投票所の準備完了

【不在者投票にかかる指定投票区等を定めた市町】 (法 37⑦ )

O指定投票区及び指定関係投票区の告示 (あらかじめ)(令 26② )
・指定投票区及び指定関係投票区の県選管への報告 (あ らかじめ)(令26② )
【投票期日の繰上げ・投票所開閉時刻の特例該当市町】

・繰上投票期日の県選管からの通知受理 (あらかじめ)(令46① )
及び投票管理者、開票管理者への通知 (令46② )

O投票所開閉時刻の繰上げ (繰下げ)の告示 (法40②)
・投票管理者への通知 (法40② )
・県選管への届出 (あらかじめ)(法40② )
【期日前投票所開閉時刻の特例該当市町】

O期日前投票所開閉時刻の繰上げ (繰下げ)の告示 (法48の 2③、40② )

及び投票管理者への通知 (法48の 2、 40② )

期日前投票所及び不在者投票記載場所における選挙区候補者氏名等

名簿届出政党等の名称等の掲示開始 (法 175② )

期日前投票の開始 (法48の 2① )

不在者投票の開始 (法49)

公営施設使用の個人演説会等の開催開始 (法161)

投票所における比例代表名簿属出政党等の名称等の印刷・発送開始

・選挙公報の受領 (～ 6月 28日 )

□期日前投票者数速報 (1回 目)

(法 170①ほか)

(～ 10:00)
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17:00以 降

17:00以 降

処理事項

「選挙のお知らせ (点字・音声版等)」 の受領 (～ 7月 5日 頃 )

□期日前投票者数速報 (2回 目)(～ 10:00)
O投票所の告示期限 (法41① )
郵便等不在者投票にかかる投票用紙等請求期限 (17時まで)

(法 49、 令59の()
在外選挙の郵便投票に使用する投票用紙等の請求期限 (17時 まで)

(令65の 1l① )

■第3回投関票速報リハーサル (オンライン)

(・ 投票立会人の選任、通知期限 (法 38①、令27))

・特定国外派遣組織の不在者投票にかかる投票用紙等請求期限

(17時まで)(法 49、 令59の5の4⑤ )
【開票立会人届出期限】

・開票立会人の(じの実施 (法62②、④)

・3人に満たない場合の選任、本人への通知 (法 62③ )
,開桑立会人にかかる開票管理者への通知 (令70の2② )

【▲補充立候補届出期限】 (17時まで)(法 86の4◎ )
・ (補充立候補があつた場合)選挙当日の投票記載所に掲示する候補者
氏名等の掲載順序を定める(じを改めて実施 (法 175③ただし書き)

選挙公報の各世帯配布期限 (法 170① )

◎繰上投票区投票日 (法56)

□期日前投票者数速報 (3回 目)(～ 10:00)
・期日前投票及び不在者投票最終日 (法48の 2ほか )

・選挙人名簿抄本の投票管理者への送付 (令28)

・投票所入場券配布完了 (令31)

・投票所、開票所の準備完了

日選挙当日有権者数速報 (～ 22:00)

回線上投票区投票結果速報

◎選挙期日

・投票所から300m以 内の選挙事務所の開鎖 (法 132)

及び選挙事務所廃止届の受付

・投票所内の氏名掲示等その他投票所内設備等の確認 (法 175① )

・不在者投票及び不在者投票調書の送致 (令 60②、61② )

□期日前投票者数速報 (最終)(～ 10:00)
□投開票結果等速報

投開票結果の文書検収 (法 66③、令74、 要領)(海区投票用紙等の受領)
投開票結果の文書検収 (法 66③、令74、 要領)(海 区投票用紙等の受領 )
選挙結果報告等 (要領 )

執行経費等の報告、受入等
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投票所における比例代表名簿届出政党等の名称等の受領完了



Π 立候補

第 2会議室

受付係

参議院長崎県選挙区選出議員選挙 立候補届出受理・公営物資交付等会場配置図

第 1会議室
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候補者の皆様ヘ

1.受付係で受付を済ませてください。
(受付は、年前 8時から行います。)

2.立候補届出の受理は、次の方法により行います。
(1)受理は、年前 8時 30分から開始します。
(2)午前8時 30分になりましたら、お名前をお呼びしますので、それまでに受付を済まされた方のうち、
お配りした胸章を着けた方お一人ずつ、到着番号札をご用意のうえご参集願います。

【ご注意】占田平 「くi二 兆加方ナ▲` 場ヽ 合  々 の (じ には参加で書ませんハ

(3)午前 8時 30分までに受付を済まされた方は、くじにより受理順位を決定します。
① まず、受付の順で、「受理順位を定めるくじを引く順序を決めるくじ」を行います。
② 次に、①で決められた順序で「受理順位を定める(じ」を行います。
【ご注意】立候補届受理の順位は、2回 日のくじで直ちに決定するとは限りません。

(受理の際、必要な書類が不足している場合、選挙長は立候補届出を受理できません。

その場合は、次の順位以下の方々が、順次、繰り上がります。)

(4)午前 8時 30分経過後に受付をされた方の受理手続きは、年前 8時 30分前の受付者の立候補届出受理の
終了後、受付順により行います。

【ご注意】立候補届出受理の ll百位は、彗付 l百で商ちに するとは限りません。 ((3)と 同様 )

3.各係の事務内容のご案内
(1)候補者届出受理係
立候補届出の受理を行い、「候補者届出書受理票」、「ポスター掲示場区画番号指定票」等を交付 します。

(2)公営物資交付係
公営物資等の交付を行いますので、選挙長から交付された「候補者届出書受理票」を提出してください。

(3)諸届受理係
諸届 (「選挙事務所設置届」、「出納責任者選任届」、「選挙運動事務員等届」及び「選挙運動用ビラ

証紙交付申出書」)を提出してください。
(4)ビラ証紙交付係
選挙運動用ビラ証紙の交付申出を行つた場合、選挙運動用ビラ証紙の交付を行います。

(5)政見放送受理係
「政見放送申込書」及び「経歴放送用の候補者経歴書」を提出してください。

(事前の申込みをされた方は不要です。)

(6)選挙公報受理係
選挙公報の掲載申請を行つてください。

(7)公費負担受理係
選挙公営に係る「契約届出書」をお持ちの方は、提出してください。

手続きの順序
裏面「立候補届出受理・公営物資交付等会場配置図」をご覧ください。

選挙公報の掲載順序を定めるくじの実施日時 平成 28年 6月 23日 (木)午後 6時
選挙公報の掲載順序を定めるくじの実施場所 長崎県選挙管理委員会書記室

し
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発表様式

参発-1号

【メーサ】 【HP】

参発-2号

【メール】

参発一期日前

【メウ】

【HP】

参発-3号

【メーlレ】

参発-4号

【メーlレ】 【HP】

参発-5号

【メール】 【HP】

選菊
`区
 '(式11,12,「 3

比 例 ‐様式■1,■ 2,■ 3

【メJレ】 【HP】

発表の内容

市町別、男女別の選挙人名簿登
録者総数及び前回の選挙人名簿
登録者数
(国内十在外、国内、在外)

立候補者一覧表

(届 出受理番号、受理時刻、届出
の別、氏名、性別、本籍、住所

、生年月 日、年齢、党派、職業

、新現元の別 )

市町別に 6月 26日 (日 )現在の
期 日前投票者数及び投票率

(姑選挙人名簿登録者数比 )

市町別に7月 3日 (日 )現在の
期日前投票者数及び投票率
(対選挙人名簿登録者数比)

市町別に7月 8日 (金)現在の
期日前投票者数及び投票率
(対選挙人名簿登録者数比)

市町別に期 日前投票者総数

(最終)及び投票率
(対当日有権者数比 )

繰上投票区別、男女別の選挙当
日有権者数、投票者数、投票率
及び前回投票率

市町別、男女別の選挙当日有権

者数 (国内+在外、国内、在
外 )

市町別、男女別の推定投票率及
び前回同時刻の推定投票率

市町別、男女別の選挙当日有権
者数、投票者数、投票率並びに
前回投票率との差
(国内十在外、国内、在外)

発表時亥J

時  間

集計完了次第

(15時頃)

10時 15分

15時15分

17時15分

12時

12時

12時

12時

集計完了次第

10時

10時現在

11時現在

14時現在

16時現在

18時現在

19時 30分現在

をそれぞれ、

計算次第

(各現在時の

50ノ刀ヽ名

`)
集計完了次第

(23時過ぎ)

月  日

6月 21日 (火 )

(公示国の前日)

6月 22日 (水 )

(公示 日)

【第 1回 目】

6月 27日 (月 )

(選挙期日13日 前)

【第 2回 目】

7月 4日  (月 )

(選挙夕Л口6口 前)

【第 3回 目】

7月 9日 (土 )

(邁 /子期日の前日)

【最  終】

7月 10日 (日 )

(選挙期 日)

7月 9日 (土 )

(選挙期日の前日)

7月 10日 (日 )

(選挙期 日)

7月 10日 (日 )

(選挙期 日)

7月 10日 (日 )

(選挙期 日)

発表の種類

1選挙大名簿登録者数

2立候補受理状況

(選挙区)

3期 日前投票者数

(選挙区 )

4繰上投票区投票結果

(選挙区)

5選挙当日有権者数

6推定投票率

(選挙区)

7投票結果

(選挙区・比例代表 )

Ⅲ 速報
1 記者発表要領

1 発表の種類及び内容等 【6月 22日 (水)公示、7月 刊0日 (日 )選挙期日】

※ 【メーlレ】 :電子メールによる資料提供  【HP】 :県選管ホームページによる資料提供

2 発表の方法
各社指定のEメ ールアドレスに下記電子ファイルを送信後、2と 4を除く1～ 9については、

県選管ホームページ (http://、 獅 pref nagasaki jp/senkyo/)1こ も掲載します。

エクセルファイル

PDFフ ァイル
エクセルファイル及びCSVフ ァイル (総務省CSV)

1 3 4 5 6

2

7 8 9

上記「発表の種類」

※CSVフ ァイルは、市町単位及び県集計

発表様式

選挙区・様式 2

選挙区・様式 3

【メ切】 【HP】

比例・様式 2～ 6

【メール】 【HP】

発表の内容

<開票状況>
市町別、候補者別の得票数及び
開票進抄率

<開票結果>
市町別、候補者別の得票数、有
効投票数、無効投票数、投票総
数及び投票者総数

市町別、名簿届出政党等別、候
補者別の得票数、有フ

~劫

投票数、
無効投票数、投票総数及び投票
者総数
※各市町の確定結果のみ

発表時刻

時  間

22時 30分を第
1回 目として
30分 ごとに

23時 を第 1回
目として 1時
間ごとに

月  日

7月 10日 (日 )

(選挙期 日～ )

7月 10日 (日 )

(選挙期 日～ )

発表の種類

8開票状況・開票結果

(選挙区)

9開票結果

(比例代表 )

―
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【各社指定のEメ ールアドレスについて】

各社指定のFメ ールアドレス (2つまで)について、下記により報告をお願いします。

(1) 下記

Eメールアドレスあてに6月 13日 (月 )17時までにメール井桜信してください。
なお、メール送信の際は、必ずメールの本文に次め①～④を明記してください。

① 送信先の名称等 (例えば「OO新聞社OO課」のように具体的に記入)
② 担当者氏名

③ 連絡先電話番号

④ FAX番号

【送信先Eメ ールアドレス】 senkan@pref nagasaki tg jp

※記者発表は、このEメールアドレスから送信します。

(2)(1)のメール受信を確認しましたら、受信確認のメールを返信いたします。

(3)6月 司5日 (末うに 1回 目のメール送信テス トを行いますので、受信を確認 (添付ファイルが

開くかどうかを確認)次第、受信確認のメール (社名・担当者名を明記)の返信をお願いします。
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3 参考資料の提供内容・方法

①閉票結果速報時刻 (予定/長r奇市・佐世保市選管→県選管 )

4 その他
(1)県選管開票速報本部 (投開票速報集計会場)の設置場所 :県庁第1別館5階会議室

(2)こ の発表を刊滑に行うために、次のことにご協力をお願いします。

① 各報道機詞は、取材に当たつて各市町選挙管理委員会の投開票事務に支障のないよう
:  ご貿意ください。
② 投開票集計会場へは、選挙期日は立ち入らないでください。
③ 県選管と県政記者クラブとの折衛は、全て幹事社を通じて行います。
④ 県選管の記者クラブヘの発表は、次の者が行います。

県選挙管理委員会書記室 総括書記長箱佐 上原 大善

様式 A

様式B
l～ 2

様式C
l～ 2

備考

A4サイズ

【メーlレ】

A4サイズ

【メー″】

A4サイズ

【メーlレ】

参考資料の提供内容

市町の選挙区の開票状況中間速報の個票
<チェックリスト>の写し
〔県選管への報告 :概ね50%開票時点〕
※ただし、長崎市及び佐世保市については以下
のとおり。

市町の選挙区の開票結果 (確定)速報の個票
<チェックリスト>の写し

〔県選管への報告 :開票結果判明次第〕

市町の比ケ」代表の開票結果 (確定)速報の
個票<チェンクリスト>の写し

〔県選管への報告 :開票結果判明次第〕

項 目

1開票状況個票 (ヰ 間)

(選挙区)

2開票状況個票 (確定)

(選挙区)

3開票結果個票

(比例代表|

0:30

95%

100%

0:00

90%

95%

23:30

70%

80%

23:00

30%

40%

22:30

10%

市名

長崎市

佐世保市



2 速報実施要領

第24回参議院議員通常選挙における投開票結果等の速報について、市町選挙管理委員会が行う事

務については、この要領に定めるところによります。

1 速報実施方法
2 速報の種類中、「 (1)選挙人名簿登録者数」から「 (8)推定投票率」にかかる速報については、
全市町とも、直接、当委員会へ FAXに より報告してください。
「 (9)投票結果」、「(10)開票状況 (中間)・ 開票結果」及び「 (11)開 票結果」については、投

開票オンラインシステムにより報告し、その際、投開票オンラインシステムから出力したチェック

リス ト(選挙区投票結果、比例代表投票結果、選挙区開票状況、選挙区開票結果、選挙区開票結果

投票総数、比例代表開票結果、比例代表開票結果投票総数)をあわせてFAXし てください。

また、按分票がある場合は、開票結果を報告する際に、選挙区選挙は参受-6号 付表 (按分票

の計算基礎調)、 比例代表選挙は開票結果のチェックリス ト (オ ンライン出力したもの)及び開票

録の写し (有効投票の内訳 (別紙 1・ 別組 2))井 FAXし てくださいぅ

2 速報の種類及び速報時刻等I

N
ω

I

報告様式

参受一

期日前

参受一

2号

参受―

3号

参受一

期日前

参受―

4号

キオンラインに

よる報告

干ェックリストを

FAX

留 意 事 項

7月 8日 まで

の投票者数の

累計報告

全投票区分を
まとめて報告

繰上投票区の

有権者数及び

在外選挙人を

含む。

期日前投票者

の釜塾を報告

投票率は、小

数点以下第 3
位を四捨五入

し、第 2位ま
で算出。

期日前投票及

び不在者投票

者数は含めな

い。

在外を含む。

期日前投票者

数、不在者投

票者数及び繰

上投票者数の

脱落がないよ

う注意。

※5オンラ
インによる報

告を参照

対象市町

全 市 町

線上投票区

を有 す る

市町

全 市 町

全 市 町

全 市 町

全 市 町

速 報 の 日 時

時  刻

10:00ま でに

投票結果が判明次第

直ちに

22:00ま でに

10:00ま でに

10:00現在
11:00現在
14:00現在
16:00現在
18:00現在
19:30現在を
それぞれ
20分後までに

投票結果が判明次第

直ちに

月  日

7月 9日 (上 )

(選挙期日の

前日)

7月 9日 (土 )

(選挙期日の

前日)

7月 9日 (上 )

(選挙期日
の前日)

7月 10日 (日 )

(選挙期日)

7月 10日 (日 )

(選挙期日)

7月 10日 (日 )

(選挙期日)

速報の種類

(4)
期日前投票

投 票 者 数

(第 3回目)
【選挙区】

(5)
繰上投票区

投 票 結 果

【選挙区】

(6)
選 挙 当 日

有 権 者 数

(7)
期日前投票

投 票 者 数

(最 終)
【選挙区】

(8)
推定投票率

【選挙区】

(9)
投 票 結 果

【選挙区】
【比例代表】

報告様式

参受一

1号の 1
1号の 2

参受―

期日前

参受―

期日前

留 意 事 項

在外選挙大名

簿登録者数を

含む。

6月 26日 まで

の投票者数の

累計報告

7月 3日 まで

の投票者数の

累計報告

対象市町

全 市 町

全 市 町

全 市 町

速 報 の 日 時

時  刻

11100ま でに

10:00ま でに

10:00ま でに

月  日

6月 21日 (火 )

(公示日の前

日)

6月 27日 (月 )

(選挙期日前
13日 )

7月 4日 (月 )

(選挙期日前

6日 )

速報の種類

(1)
選挙人名簿

登 録 者 数

(選挙時登録)

(2)
期日前投票

投 票 者 数

(第 1回 目)
【選挙区】

(3)
期日前投票

投 票 者 数

(第 2回目)
【選挙区】



報告様式

*オンラインIE

よる報告

Fェックリストを
FAX

安分票が

ある場合、
参受―

6号付表

キオンライン!三

よる報告

チェックリストを
FAX

険分票が

ある場合、
開票録の

写し (別

紙 1・ 2)

留 意 事 項

各候補者の得

票数は報告時
現在の累計数

※5オンラ
インによる報

告を参照

※5オンラ
インによる報

告を参照

対象市町

全 市 町

全 市 町

速 報 の 日 時

時  刻

E中間]

【長崎市及び佐世保市

以外の市町】

開票進J歩率が概ね

50%のとき

【長崎市】

23:00か ら30介
ごとに

【佐世保市】

22:30か ら30分
ごとに

[確定]

【全市町】
開票結果判明次第

月  日

7月 10日 (日 )

7月 11日 (月 )

(選挙期日～

選挙期日の翌

日)

7月 10日 (日 )

7月 11日 (月 )

(選挙期日～

選挙期日の翌

日)

速報の種類

(10)

開票状況
(中 間 )

開票結果

【選挙区】

(11)

開 票 結 果

【比例代表】

3 その他留意事項
(1)県選管投開票速報会場の電話番号及びFAX番号は、別途通知します。
(2)オンラインによる速報で使用する市区町村コードは、別添一覧表のとおりです。

(3)FAXによる速報にあたつては、必ず「市町名」及び「報告者の氏名」を明記してください。
また、内容確認が必要な際、報告者 (速報担当者)に確実に連絡がとれる電話番号を明記し

てください。_

FAXやオンラインシステムの不具合等により、電話で速報する場合は、必ず市町名及び発

信者の名前を告げ、受信者の氏名及び速報時間を確認してください。 (訂正の場合は、必ず電

話連絡してください。)

(4)訂正又は送信不良等で再度FAX報告する場合は、余白に「訂正分」または、「再送分」と

記載し、併せて報告時刻及び報告回数を見消し修正するとともに、電話連絡を行つてください。

(5)県選管への速報後、その内容について報道機関へ市町選管において任意に発表することは差

し支えありません。

ただし、その後の開票事務や県選管への速報に支障がでないよう注意してください。

(6)待機解除については、原則、県選管から各市町選管への電話連絡は行わず、県選管がホーム

ページにおいて開票状況 (結果)を公表し、それを各市町選管が確認した時点とします。

ただし、先の調査において待機解除の電話連絡が必要と報告があつた市町選管並びに県選管

がホームページで開票状況 (結果)を公表するまでの間、長時間待機することになる市町選管

については、県選管から待機解除の電話連絡を行います。

【注】待機解除後も全国の開票結果がでるまでは、緊急連絡をする場合もあるので、緊急連絡

先の携帯電話は、電源を切らずに連絡がとれる状態にしておいてください。

―
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4 FAX番 号
2 速報の種類のうち、

(1)～ (4)については、095-323-4166(県 選管書記室)

(5)～ (12)については、別途通知します。

5 オンラインによる報告
オンラインにより報告を行うものについて、オンラインが不通となつた場合は、次の様式をFA
Xすることにより速報を行つてください。 (*は按分票がある場合のみ報告)

(1)選挙区投票結果・・・・・ (参受-5号の可)

(2)比例代表投票結果・・・・ (参受-5号の 2)

(3)選挙区開票状況 (中間)・ (参受-6号 )

(4)選挙区開票結果・・・・・ (参受-6号、キ6号 付表)

(5)比例代表開票結果・・・・ (参受-7号の 1、 7号の 2、 キ開票録の写しlttu紙 1・ 2))

なお、 (参受-6号)及び (参受-7号の 1)については、公示日後、候補者名、名簿登載者名

等を記入したものを配付します。

選管の指示する方法により訂正の報告してください。



② FAX番号

0■爵 号

投開粟違組 H話 口FAX一 覧

→議院議員通常選挙に係る投菌粟等速報に使用する機話及びFAXについては,T配のとお
りとしますロ

1.'角 0日 (五〕01,持う0分まで
(1)対象となる報告

・期日前投票者数第 2回目 (7月 4日 (月 )10:00ま で)
・期日前投票者数鱒3回目 〔ウ月9日 (上〕10:oa± ぞЪ

(2〕 FAX番号・語 番・号 (速報会培 :県庁第 1別館 5贈会議室)

市外局番はすべて 【095】

・違報内容の訂正またはFAXによる再送等の速報に係る連絡

選挙偶係買疑及びオンライントラブル専用 市外局番はすべて 【095】

・選挙関係の質疑に係る道格

・段開菓オンラインシステムのトラブルに係る違構

オンライントラグル

専用電話番号

322-1830

822-1832

822-1795 |

t

822-1883

選挙関係貿愛
専用電麗番号

822-1793

822-1794

市・郡名

長崎市 “佐世保市 ,島原市・謙早市
・大村市 B平戸市・松蒲市

対踊市 n壱崚市・五島市・西海市・
毎tL市・育島原市・西復杵覇

東彼杵郡 '北松浦郡・南松浦郡

【冒意点】

1 上記 FAX番号■び電話番号については、投開票速報事務に支障をきたすおそれがある
ので、 【今考】の一般公表電話番号を除き、部外者には公表しないてください。

2 指定した区分に応じた電話番号・ FAX番号を使用してくたさぃ。

【今 考】 市外局番はすべて 【095】    _
0報道関係者用電話器号 (報道臼係者以外公表不可)

822-lB03ま たは822-1805
0-般公表電話番号 (公表可)
822-1,99

095-323-4166(果 選鋒 配室)

095-395-2137(県 選管舎n室 )

I

N
0
1

2.フ 月9日 〔土〕の17路 30分 ～ 由E錯星空廷

(1)対象となる報告

・機上投票区投票結果 (7月 9日 (上)投票結果判明次第直ちに)

・選挙当日有権者強 (7月 9日 (土)22:00ま で)
B期日前緩棄者数第 4回自 (7月 10口 (日 )10:00ま で)
・推定投票率、投票結果 (7月 10日 (日 )報告時刻は選挙特報第9号の速報実施要領の
とおり,

・開票状況 (中間)、 田票結果 (7月 10日 (日〕～11日 (月 )報告時刻は選挙特報第
9号の速報実飽要領のとおり)

r´
ヘー

速報及びチェックリスト受信専用

FAX番号  1   電話番号

822-1755 822-1819

822-176S I B22-1821

B22-1781 822-1852

市 =濁名

長時市・佐世保市・島原市・謙早市
・火村市・平戸市・松浦市

対馬市・書岐市 E五島市 t西海市・

農仙市口南島原市 E西復棒都

束複杵郡 =北松浦再・南松清郡
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FAk(総務省用)

-481

f篭凝FAX

(県庁第 1別館 5階第 1・ 第2会議室)
ω
　
滞
割
洲
脚
錦
服
脳
ゆ
舗
　
田
剛
口１

４
Ｎ
Ｏ
Ｉ

【メーノン送信班・HP更新ち蟹】

代表①F_メ Xヽ

821-1827

①子FAX
321-1829

①子FAX
821-183C

3班受理
FAX

821-1872

代表②FAX
821-1338

②子FAX
821-1840

②子FAX
821-1841

2班受理
FAX

【受理・点検班】

代表③FAX
821-司 84a

③子FAX
821-1847

⑥子FAX
821-1850

1班受理
FAX

821-1878

Ｔ

Ｖ

Ｔ

Ｖ

メータレ用PC
(持ち込み )

HP買新用PC
(持ち込み)

メール用予備PC
(持ち込み)

質疑数用TEL

821工¬852(1班 )

82刊 -1857(2翌め

921-1354(3〕 1)

一般公表TEL

821=1859

選管蔵通TEL

895-2137

報道公表TEL

821-1864

821-1865

非公表 (総務省用 )

321-司 867

プリンター

(調達)

点検班用
ノートPC
(調達 )

点検班用
/―卜PC
(調達 )

点検理用
ノートPC
(Eど電達 )

都道府県
端末

プリンター
(システム用 )

メール受信班・集計班責任者

代行端末
④
(予備)

代行端末
③

代行端末
②

代行端末
①

都道府県
サーバ

運搬班責任者

821-1881
(1班 )
821-1888
(2班 )
821-1889

821工 1891

閉 鎖

【運搬班】

圏
'趨
圏

出入 口



Ⅳ
　
委
員
長
談
語

【
公
示
日
】

長
埼
県
４
拳
管
理
委
員
会
姿
頁
長
談
話

木
日
、
第

二
十
四
ロ
ボ
議
院
義
頁
竜
常
達
拳

の
期
目
が
伏
示
さ
れ
、
未
る
を
月
十

日
に
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
拳
は
、
有
権
オ

一
人
ひ
と
り
が
攻
治
に
参
か
し
、
主
権
オ
と
し
て
そ
の
意
思
を

攻
治
に
え
映
さ
せ
る
た
め
の
、
も

っ
と
も
童
妥
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。

有
権
オ

の
背
揉
は
、
こ
の
竜
拳

の
童
妥
性
を
十
分
翼
裁
さ
れ
、
各
候
補
オ

の
人

柄
や
裁
え
、
各
攻
党
等

の
次
熊
を
兒
極
め
、
均
ら
の
自
由
な
刻
野
に
よ

っ
て
、
も
れ

な
く
女
立
な

一
票
を
投
じ
ら
れ
る
よ
う
物
室

い
た
し
ま
す
。

近
年

の
建
本
に
お

い
て
投
票
牟
が
仏

い
考

い
世
代

の
野
さ
ん
に
対
し
、
特
に
強
く

お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
（

口
の
４
拳
は
、
還
拳
権
午
船
が
十
八
歳

泳
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
執

行
さ
れ
る
初
め
て
の
選
挙
で
す
。
新
有
権
オ

の
背
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
主
権

オ

の

一
人
と
し
て
、自
分

の
考
え
を
☆
童
な

一
票

に
乳
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

参
議
院
議
員
垂
常
垂
拳
で
は
、
逹
拳
区
垂
拳

の
投
票
用
鉄
に
は
候
補
考

の
入
名

を
、
比
例
代
表
還
拳

の
投
票
用
鉄
に
は
候
補
考

の
人
老
入
は
政
党
等

の
老
絡
を
礼
或

し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
口
当
日
、
や
み
を
行
な

い
用
務
な
ど
で
投
票
で
き
な

い
オ
は
、
期
日
市
投
票

制
度
や
不
在
オ
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
貴
支
な

一
票
を
無
よ
に
す
る
こ
と
の

な

い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
候
補
オ
及
び
垂
勁
員

の
方

々
に
は
、
有
権
オ
に
対
し
次
え
を
訴
え
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
盗
拳

の
ル
ー
ル
を
守
り
、
工
し

い
垂
拳
逢
身
を
友
関
さ
れ
、
有
権

オ

の
期
待
と
信
頼
に
痣
え
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

民
主
政
治
の
掟
仝
な
秀
晨
を
期
す
る
た
め
、
こ
こ
に
強
く
訴
え
る
次
第
で
す
。

千
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
ロ

長
埼
呆
達
拳
筈
理
奏
員
会
奏
頁
長
　
　
　
本ヽ
洲
　
勝
幸

【投
票
日
】

負
崎
県
還
拳
管
理
奏
夙
会
委
員
長
技
話

木
日
は
、
第

二
十
曰
口
か
議
院
議
員
垂
常
垂
拳

の
投
票
口
で
す
。

回
攻
垂
拳
は
、
み
た
ち
の
泰
ら
し
や
回
の
埓
未
を
孔
す
代
表
オ
を
過
ボ
極
め
て

童
妥
な
４
拳
で
す
。

有
権
オ

の
野
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
（
口
の
過
奉

の
童
妥
性
を
十
分
訳
裁

い
た

だ
き
、
各
挨
補
オ

の
人
柄
や
裁
え
、
次
党
等

の
次
衆
な
ど
を
え
極
め
、
貴
童
な

一
票

を
も
れ
な
く
投
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
分
口
の
過
拳
は
、
還
拳
権
年
船
が
十
八
歳
塔
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
実
施

さ
れ
る
初
め
て
の
回
次
走
拳
で
す
。
新
た
に
有
権
オ
と
な
ら
れ
た
オ
々
は
も
ち
ろ
ん
、

考

い
世
代

の
背
揉

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
主
権
オ
で
あ
る
と
の
白
党
を
持

っ
て
い
た

だ
き
、
積
極
的
な
投
票
が
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
万

一
、
背
揉

の
お
千
え
に
配
布
さ
れ
た
投
票
所
入
場
赤
を
な
く
し
た
り
、

患
れ
て
し
よ

っ
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
投
票
所

の
担
当
オ

ヘ
ヤ
し
出
て
く
だ
さ

い
。

有
権
オ

の
背
林
が
、
大
物
な

一
票
を
煮
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
じ
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
を
月
十
日長

埼
県
還
拳
管
理
委
員
会

委
員
長

永
洲
　
勝
幸

-127-
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6/22

6/22

6/22

6/22

6/22

7/13

6/22

6/23

発送

6/9

6/9

6/22

6/22

6/22

6/22

6/23

6/21

6/21

6/9

6/21

6/21

6/21

6/21

6/22

7/13

納 品

6/9

6/21

6/21

6/21

6/21

6/22

7/11

6/21

6/21

Ｗ
重

で9

で9

校 正

6/21

7/11

/6ま で

/19ま で

/19ま で

/19ま で

6/21

7/11

6/21

定 例

6/6ま で

6/19ま で
6

6/19ま で
6

6/19ま で

6/19ま で

6/19ま で
6

6/21

選自1

漂 1

1巽 1

遥酵1

渓 1

選 2
選 2

定例

定例

公報
番号

選

漂

選 1

選 ■

選 1

選 1

選 1

渓

4/26

7/13

5/12つ伝議

5/12協議

5/12ウ協議

5/12ウ伝議

5/12協議

付 議

5/12協議

5/121名議

4/26ウ岳高島

5/12協議

5/12協議

5/12協議

5/12協議

5/12協議

5/12協議

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

及てが報酬 の客百(詣長197の 2(1)、 (2)、 考手129)

13びじ

1

地 自法 74等 )

莫補者 ごとの放送回数 (法150⑥、実施規程 2⑤ )

1

85

の 1 の

文|

30

1

101σ)3

,場所 及 び 日時 (

:(ち曇75、 考手80、  81

する実費弁償のオ

― の 1ス

7

の

選挙渾動に関する収入及び支

選 挙 今 会 を行 う場 所 及び 日時 |

131

撰 挙 鹿 とに F■弓す る支 出金 額 の

に

当選人の住所及び氏名の名称 |

ことがで るを

の

容内

濃挙人名簿登録基準日等及び在外選挙人暑簿に係る縦覧の期間
(法22の、法30の 7①、今14の、今23の 110)

参議院比例代表選出議員選挙箸揮届出政党等の妬称及びⅢ各称並びに参議幌名簿登載者の氏名の掲示等
の掲載順序のくじを行 う場所及び 日時 (法175⑥ )

6/22

6/22

6/22

6/7

6/22

6/22

6/22

6/22

日

告 示

4/23

6/7

6/22

6/22

6/22

6/22

6/22

7/13

議決後

告示

番号
NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

6/22

6/23

6/22

発送

6/21

6/21

6/23

納 品

6/22

第 了校 正

6/22

/19ま で

6/22

作成工程

6/19ま で

漂 3

撰 4

公報
番号

選 3

6/14

6/14

決裁

6/14

6/14

6/14

起案

6/14折及び 日時 (法76、 法 62⑥ )
の

|訛 Hξ盈理 (お芸86の 4(11)

の

内容

立候補 )

6/22

6/22

日

告 示

6/22

告不

番号
1

2

3

N0

1

2

3

6/22

発送

6/22

6/21

納 品

6/21

完 了

呈

1

:成I
校 正原 稿

6

6/16ま で

渓 3

公報

番号

選 3
6/14

決裁

6/14
6/14

起案

6/14渓基ノヵ`会の渓基立会 人のくじ狩行 う場所及び 日時 (法76、 法62⑥ )
選挙分会長の執務場所 (執行規程 3② )

内容

6/22

告示

6/22

告示
悉丹

1

2

NO

1

2
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平成28年 5月 13日  金曜日 長 崎 県 公 報

毎週 火曜・金曜日発行

次

◎ 告 示
○長崎県総務部関係補助金等交付要綱の一部改正

○長崎県福社保健部こども政策局関係補助金等交付要率岡の一部改正
・沿岸漁業致善資金の貸付けの事業に係る公金の収納事務の委託
・農業改良資金未収金等回収業務委託
。一般競争入札の参加者の資格等
・県安林の指定施業要件の変更
・保安林の指定の解除の予定

○長崎県教育委員会関係補助金等交付要綱の一部改正

第10528号

0印 は長崎環(例規集に登載するもの

所管課 (室 )名
総

漁

農

畜

林

平成28年 5月 13日 金曜日 長 崎 県 公 報 第10528号

は、駐車監視員資格者証の交付を受けることはできない。

俗)問合せ先
長崎県長崎市松が枝町 7番29号

長崎県警察本部交通部交通指導課駐車対策室

電話 095-8200■ 0 内線 7025261～ 5265
(土曜日、 日曜日及び祝日を除く。年前 9時から年後 5時45分まで)

長崎県公安委員会告示第21号

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律 (昭和23年法律第122号)第38条第 1項の規定に基づき少
年指導委員を委嘱したので、少年指導委員規則 (昭和60年国家公安員会規則第 2号)第 2条第 2項及び長崎県少
年指導委員運営規則 (平成18年長崎県公安委員会規貝U第20号)第 2条第 2項の規定により公示する。
平成28年 5月 13日

長崎県公安委員会委員長 坂井 俊之

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第15号

第数回参議院長崎県選挙区選出議員選挙において政見放送を行うことができる一般放送事業者及び候補者ごと
の放送回数を、次のとおり定めた。

平成28年 5月 13日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
1 テレビジョン放送

回数

1

1

1

一般放送事業者峯

長崎放送株式会社

長崎文化放送株式会社

株式会社長崎国際テレビ

2 ラジオ放送

回数

1

一般放送事業者名

長崎放送株式会社

-1167-

課

課

誤

課

課

課

書

来

　

営

文

妹

政

経

産

政

務

ど

　

業

課

課

課

課

課

働

融

営

　

備

協

金

経

産

整

民

務

業

　

村

県

商

農

畜

農

１

４
Ю
Ｏ

ｌ

教 育 庁 総 務 課

◎ 公 告
・特定非営利活動法人の定款の変更の認証申請
。大規模小売店舗の新設の届出
・肥料登録の有効期間の更新 (2件 )
。一般競争入札の実施
・土地改良区の役員の就退任 (2件 )

◎ 公安委員会告示
・駐車監視員資格者講習の実施
・少年指導委員の委嘱

◎ 選挙管理委員会告示
・政見放送を行うことができる一般放送事業者及び候補者ごとの放送回数 選挙管理委員会書記室

◎ 正 誤
・平成28年 3月 ■日付長崎県公報第10512号中 廃 葉 物 対 策 課

示

長崎県告示第396号                    1
長崎県総務部関係補助金等交付要ヤ瞬 (平成19年長崎県告示第291号 )の一部を次のように改正し、平成28年度
の予算に係る補助金等から適用する。

平成28年 5月 13日

長燐県知事 中村 法道
別表学事振異課関係の表 2の項を次のように改める。

県私立学校 私立の高等学校 裕功対象者が生徒指導を担当 別に定める基準 高等学校等を設置する

する次に掲げる専門的な教職

課

誤

導指

年

通交

少

-1155-

十

「

連 絡 先

長崎警察署

095-822-0110

氏   名

出 回 津奥志

北 村 直 樹

活 動 区域

長崎地区

2

生筏指導充実推 等において、問 により算定する 学校法人
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平成28年 6月 7日 火曜日 長 崎 県 公 報

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 選挙管理委員会告示
。選挙人名簿登録基準日等及び在外選挙人名簿に係る縦覧の期間

・ポスターの掲示開始期日

JJ

号 外 (選 )

○印は長崎県例規集に登載するもの

所管課(皇)名

選挙管理委員会書記室

平成28年 6月 22日 本曜日 長 崎 県 公 報

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 選挙管理委員会告示
・投票用紙の様式及び規格

・繰上投票区及び投票期日
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選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第17号

平成28年 7月 10日執行予定の参議院議員通常選挙における選挙人名簿の登録の基準日、登録日及び縦覧期間並

びに在外選挙人名簿に係る縦覧の期間を次のとおり定めた。

平成28年 6月 7日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
1 選挙人名簿の登録基準日等
(1)基 準 日         平成28年 6月 21日 (ただし、年齢要作は7月 10日 )
(2)登 録 日         平成28年 6月 21日
(3)縦 覧 期 間 (異議申出期間)平 成28年 6月 22日
2 在外選挙人名簿に係る縦覧の期間 (異議申出期間)

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会告示第18号

平成28年 7月 10日執行予定の参議院長崎県選挙区選出議員選挙において、公H践選挙法 (昭和25年法律第100号 )

第144条の2第 5頂の規定により、ポスター掲示場に掲示するポスターの掲示開始の日を次のとおり定めた。

平成28年 6月 7日                             ^ ｀
長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
掲示開始日  平成28年 6月 22日

・
藝藍響指鍵磐青電票藍属藩霰籠澤厩守な箸蒋?犠學麦ど旨鵞

並びに参議院名簿
・選挙公報掲載順序のくじを行う場所及び日時

・選挙運動従事者及び労務者に対する実費弁償の額及び報酬の額

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第21号

平成28年 7月 10日執行の参議院議員通常選挙において使用する投票用紙の様式及び規オとを次のとおり定めた。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会
/      

委員長 永淵 勝幸
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平成28年 6月 22日 本曜日 長 崎 県 公 報

1 参議院長崎県選挙区選出議員選挙投票用紙

備考 1 投票用紙の色は薄い責色とし、文字は黒色刷りとする
2 長崎県選挙管理委員会の印は刷込式とする。

号 外 (選 1) 平成28年 6月 22日 水曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 1)

2 参議院長崎県選挙区選出議員選挙点字投票用紙

12 8cm 12.8cm

！

一
ω

一

Ｉ

平
成
二
十
八
年
執
行

参

議

院

長

崎

県

選

挙

区

選

出

議

員

選

挙

投

票

○
　
注
　
意

一　
候
補
者
の
氏
名
は
、
欄
内
に
一
人
書
く
こ
と
。

一一　
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
は
、
書
か
な
い
こ
と
。

候補者氏名

長崎県選

挙管理委

員会之印

点

字

投

票

平
成
二
十
八
年
執
行

参

議

院

長

崎

県

選

挙

区

選

出

議

員

選

挙

投

票

○
　
注
　
意

一　
健
補‐ェ
線
の
氏し
紺
は
、
搬
朧
に
ゞ
ヵ
静
く
こ
と
。

二
　
健
補ほ
線
で
な
い
秘
の
氏し
紺
卜
、
静
か
な
い
こ
と
。

候補者氏名

長崎県選

挙管理委

員会之印

8.Ocm

備考 1
2

3

4

投票用紙の色は薄い黄色とし、文字は黒色刷りとする。

長崎県選挙管理委員会の印は刷込式とする。

点字投票である旨の表示を赤色で印刷するものとする。

右中央部に「せんきょく」と点字により表示するものとする。
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平成28年 6斥 22日  水曜日 長 崎 県 公 報

3 参議院比例代表選出議員選挙投票用紙

備考 1 投票月紙の色は自色とし、文字は赤色刷りとする。
2 長崎県選挙管理委員会の印は刷込式とする。

号 外 (選 1) 平成28年 6月 22日  本曜日 長 崎 県 公 報

う 4 参議院比例代表選出議員選挙点字投票用紙

投票用紙の色は白色とし、文字は赤色刷りとする。

長崎県選挙管理委員会の印は刷込式とする。

点字投票である旨の表示を赤色で印刷するものとする。

右中央部に「ひれい」と点字により表示するものとする。

号 外 (選 1)

12.8cm 12 8cm

卜

お
ω
Ю

Ｉ

備考 l
2

3

4

平
成
二
十
八
年
執
行

参

議

院

比

例

代

表

選

出

議

員

選

挙

投

票

○
　
注
　
意

健
補悟
報
の
氏し
鴛
を
、
脱
麻
に
一
ヵ
静
く

健
補Ｌ
線
の
氏し
箱
に
代か
え
て
囃
魅
そ
の
他た

曜
織
を
、
樋
蹴
に
一ひと
つ
書か
く
こ
と
も
で

蔵
字じ
盤
瑶

候補者氏名又

は政党その他

の政治団体の

密審著しくは
嚇

長崎県選

挙管理委

員会之印

ン
」

，
こ
。

の
囃
治じ
配
鶴
の
紺
織
聴
は

き

る

こ

と

。

平
成
二
十
八
年
執
行

参

議

院

比

例

代

表

選

出

議

員

選

挙

投

票

一　
候
補
者
の
氏
名
を
、
欄
内
に
一
人
書
く
こ
と
。

一一　
廃
補ほ
線
の
氏し
総
に
代か
え
て
囃
鶏
そ
の
他た
の
囃
浄
配
鶴
の
縁
織
理
は

畔
織
を
、
砒
朧
に
一ひと
つ
静
く
こ
と
も
で
き
る
こ
と
。

長崎県選

挙管理委

員会之印

しくは

○

注ヨ

意い
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平成28年 6月 22日 本曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 1)

長崎県選挙管理委員会告示第22号

平成28年 7月 10日執行の参議院議員通常選挙において、公職選挙法 (昭和25年法律第100号)第 56条の規定に
より、繰上投票を行わせる投票区及びその投票期日を次のとおり定めた。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸

平成28年 6月 22日  水曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 可)

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
選挙分会長職務代理者

住    所

長崎県西彼杵郡長与町高田郷

3777番地 5-1206号

氏   名

上 原 大 善

選 挙 分 会 長

住 所

長崎県西彼杵郡長与町まなぴ

野 2丁目23番 4号

氏   名

黒 崎   勇

長崎県選挙管理委員会告示第25号

平成28年 7月 10日 執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における選挙会を行う場所及び日時を次のとおり定
めた。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
l 場 所  長崎市江戸町2番13号

長崎県庁第一別館 5階会議室
2 日 時  平成28年 7月 13日  午前 9時 30分

長崎県選挙管理委員会告示第26号

平成28年 7月 10日 執行の参議院比例代表選出議員選挙における長崎県選挙分会を行う場所及び日時を次のとお
り定めた。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
l 場 所  長崎市江戸町 2番 13号

長崎県庁第一別館 5階会議室                  ォ
2 日 時  平成28年 7月 13日  午前10時 30分

長崎県選挙管理委員会告示第27号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における政見放送及び経歴放送について、各l兵補者
の放送の順序を定めるくじを行う場所及び日時を次のとおり定めた。
平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
l 場 所  長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委_員会書記室

2 日 時  平成28年 6月 22日 午後 5時30分

長崎県選挙管理委員会告示第28号

平成28年 7月 10日 執行の参議院比例代表選出議員選挙において、投票所内の投票の記斎父をする場所等に掲示す
る参議院名簿届出政党等の名称及び略称並びに参議院名簿登載者の氏名について、公職選挙法 (昭和25年法律第
100号 )第 175条第3項の規定により、これらの掲載の順序を定めるくじを行う場所及び日時を次のとおり定めた。
平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会
,                                         委員長 永淵 勝幸
1 場 所  長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委員会書記室

2 日 時  平成28年 6月 22日  午後 6時 30分

十

一
ω
ω
ｌ

投票期 日

平成28年 7月 9日

繰上 投票 区名

第401投票区 (高島地区)

第702投票区 (池島地区)

第87投票区 (宇久平地区)

第88投票区 (宇久神濡
~地
区)

第89投票区 (宇久大田江地区)

福江第16投票区 (赤島地区)

福江第24投票区 (黄島地区)

福江第25投票区 (本窯地区)

福江第26投票区 (伊福貴地区)

福江第27投票区 (久賀地区)

福江第28投票区 (猪之本地区)

福江第29投票区 (蕨地区)

福江第30投票区 (岡 ノ浦地区)
三井楽第 7投票区 (嵯峨島地区)
奈留第 1投票区 (浦地区)
奈留第 2投票区 (泊・大林地区)
奈留第 3投票区 (大串地区)
奈留第 4投票区 (船廻地区)
奈留第 5投票区 (西樫地区)
奈留第 6投票区 (前島地区)
奈留第 7投票区 (汐池地区)
奈留第 8投票区 (夏井地区)
奈留第 9投票区 (東風地区)
奈留第10投票区 (矢神地区)

奈留第H投票区 (南越地区)

第28投票区 (江島地区)

第29投票区 (平島地区)

第 5投票区 (大島地区)
第 7投票区 (納島地区)

市 町 名

長  崎  市

佐 世 保 市

五  島  市

西  海  市

小 値 賀 町

長崎県選挙管理委員会告示第23号

平成28年 7月 10日 執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における選挙長及び選挙長の職務を代理すべき者を
次のとおり選任した。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸

選挙長職務代理者

住    所

長崎県西彼杵郡長与町高田郷

3777番地 5-1206号

氏    名

上 原 大 善

選   挙   長

住 所

長崎県西彼権郡長与町まなび

野 2丁 目23番 4号

氏    名

黒 崎    勇

長崎県選挙管理委員会告示第郎号

平成28年 7月 10日 執行の参議院比例代表選出議員選挙における長崎県選挙分会長及び選挙分会長の崩1務を代理
すべき者を次のとおり選任した。
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平成28年 6月 22日  本曜日 長 崎 県 公 報

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 選挙管理委員会告示
・選挙人名簿登録者数の50分の 1の数及び総数の80万を超える数に8分の1を
乗じて得モ数と40万に6分の 1を乗じて得た数と40万に3分の 1を乗じて得
た数とを合算して得た数並びに県議会議員選挙区別の3分の 1の数
。選挙運動費用支出制限額

J

号 外 (選 2)

○印は長崎県例規集に登載するもの

所管課 (室 )名

選挙管理委員会書記室

平成28年 6月 22日  水曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 2)

長崎県選挙管理委員会告示第32号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における公職選挙法 (昭和25年法律第100号)第 194

条第 1項の規定による選挙運動に関する支出金額の制限額を次のとおり定める。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

38,939,000円

発
行
者

長
　
崎
　
県

長
崎
市
江
戸
町
二
番
十
三
号

幸勝淵本ヽ長員委

電
話
代
表
（八
二
四
〓

一
一
一

直
通
（八
九
五
▼
〓

一
六

―

一
ω
ト

ー

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第31号

地方自治法 (昭和22年法律第67号)第74条第 1頂、第75条第 1項、第76条第 1項、第80条第 1頂、第81条第 1

項及び第86条第 1項並びに地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭和31年法律第162号)第 8条第 1項の

規定による選挙権を有する者の50分の 1の数及び総数の80万を超える数に8分の1を乗じて得た数と40万に6分

の 1を乗じて得た数と40万に3分の1を乗じて得た数とを合算して得た数並びに県議会議員選挙区別の3分の 1

の数は次のとおりである。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
1 50分のIの数
2 総数の80万を超える数に8分の 1を乗じて得た数と
40万に6分の 1を乗じて得た数と40万に3分の 1を
乗じて得た数とを合算して得た数

3 県議会議員選挙区別の3分の 1の数
長 崎 市

佐世メ果市・北松浦郡

23,445人

246,529人

島

諌

大

平

松

対

壱

五

西

雲

南

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

原

早

村

戸

浦

馬

崚

島

海

伯

122,178人

76,045人

13,100ノ、

38,724人

25,470メ、

9,442人

6,737人

9,073人

7,765人

n,199人

8,316人

12,799人

13,806ノ、

19,564人

10,580人

5,948人

印
刷
所
　
長
崎
市
弥
生
町
八
番
三
十
号
　
　
株
式
会
社
　
岩
永
印
刷
所

印
刷
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
　
永
　
　
泰
　
　
明

島原市

西彼杵郡

東彼杵郡

南松篇郡

R
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平成28年 6月 22日 水曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 3)

○印は長崎県例規集に登載するもの

所管課(室)名

選  挙  長

選 挙 分 会 長

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示
・選挙長¢税務場所
・選挙立会人のくじを行う場所及び日時

◎ 参議院比例代表選出議員選挙選挙分会長告示
・選挙分会長の執務場所
・選挙分会の選挙立会人のくじを行う場所及び日時

発
行
者
　
長
　
崎
　
県

長
崎
市
江
戸
町
一

J

平成28年 6月 22日 本曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 3)

参議院比例代表選出議員選挙

長崎県選挙分会長 黒崎 勇
平成28年 6月 22日

長崎市江戸町 2番 13号

長崎県庁第一別館 5階会議室

平成28年 6月 23日 以降

長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委員会書記室

参議院比例代表選出議員選挙選挙分会長告示第 2号                     J      番
十

平成 28年 7月 10日執行の参議院比例代表選出議員選挙 における選挙分会の選挙立会人を定める くじを行 う場所 毒
及び日時を次のとおり定めた。

平成28年 6月 22日

参議院比例代表選出議員選挙

長崎県選挙分会長 黒崎 勇
l 場 所  長崎市江戸町 2番13号

長崎県選挙管理委員会書記室

2 日 時  平成28年 7月 7日 午後 6時

電
話
代
表
（八
二
四
ｒ

一
一
一

直
通
（八
九
五
）
〓

一
六

１
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参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示

参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示第 1号
平成28年 7月 10日 執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における選挙長の事務は、次の場所において行う。
平成28年 6月 22日

参議院長崎県選挙区選出議員選挙

選挙長 黒崎 勇
平成28年 6月 22日

長崎市江戸町2番 13号

長崎県庁第一別館 5階会口撓室

平成28年 6月 23日 以降

長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委員会書記室

参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示第2号
平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における選挙会の選挙立会人を定めるくじを行う場
所及び日時を次のとおり定めた。

平成28年 6月 22日

参議院長崎県選挙区選出議員選挙

選挙長 黒崎 勇
l 場 所  長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委員会書記室

2 日 時  平成28年 7月 7日 午後 5時30分

参議院比例代表選出議員選挙選挙分会長告示

参議院比例代表選出議員選挙選挙分会長告示第 1号

平成28年 7月 10日 執行の参議院比例代表選出議員選挙における選挙分会長の事務は、次の場所において行う。
平成28年 6月 22日
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平成28年 6月 22日  本曜日 長 崎 県 公 報 号 外 (選 1)

長崎県選挙管理委員会告示第29号

平成28年 7月 10日執行の参議院議員通常選挙において発行する選挙公報について、公職選挙法 (昭和25年法律

第100号)第 169条第 5項の規定により、候補者の掲載文又は名簿届出政党等の掲載文の写しを選挙公報に掲載す
る順序を定めるくじを行う場所及び日時を次のとおり定めた。

平成28年 6月 22日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
1 場 所  長崎市江戸町 2番 13号

長崎県選挙管理委員会書記室

2 日 時  参議院長崎県選挙区選出議員選挙
平成28年 6月 23日  午後 6時
参議院比例代表選出議員選挙

平成28年 6月 23日  午後 7時

長崎県選挙冒埋委員会告示第30号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙において、選挙運動に従事する者に対し支給するこ

とができる実貨弁償の最高額並びに選挙運動のために使用する労務者に対し支給することができる報酬及び実費

弁償の最高額並びに選挙運動に従事する者に対し支給することができる報酬の最高額を公職選挙法 (昭和25年法

律第100号)第197条の2の規定により次のとおり定めた。
平成28年 G月 22日

″
発
行
者
　
長
　
崎
　
県

長
崎
市
江
戸
町
二
番
十
三
号

平成28年 6月 22日  水曜日

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示
・立候補層出受理

長 崎 県 公 報 号 外 (選 4)

○印は長崎県例規集に登載するもの

所管課(室)名

選  挙  長

電
話
代
表
直
通

′ヽ/(
九二
五四

参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示

参議院長崎県選挙区選出議員選挙選挙長告示第3号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における候補者として、平成28年 6月 22日 に次のと

おり届出があつた。                    、

平成28年 6月 22日

参議院長崎県選挙区選出譲員選挙

選挙長 黒崎 勇

長崎県選挙管理委員会 六一
委員長 永淵 勝幸

―

ユ
ω
０

１

I 選挙運動に従事する者 1人に対し支給することができる実費弁償の額
ア 鉄道賃 鉄道旅行について、路程に応じ旅客運賃等により算出した実費額
イ 船 賃 水路旅行について、路程に応じ旅客運賃等により算出した実費額
ウ 車 賃 陸路旅行 (鉄道旅行を除く。)について、路程に応じた実費額
工 宿泊料 (食事料 2食分を含む。)1夜 につき12,000円
オ 弁当料 l食につき1,000岡、 1日 につき3,000円
力 茶菓料 1ヨ につき500円
2 選挙運動のために使用する労務者 1人に対し支給することができる報酬の額
ア 基 本 日 額 10,000円

イ 超過勤務手当 l日 につき基本日額の5割
3 選挙運動のために使用する労務者 1人に対し支給することができる実費弁償の額
ア 鉄道賃、船賃及び車賃 Iのア、イ及びウに掲げる額
イ 宿泊料 (食事料を除く。)1夜 につき10,000円
4 選挙運動に従事する者 1人に対し支給することができる報酬の額
ア 選挙運動のために使用する事務員 l日 につき10,000円
イ 専ら公職選挙法第141条第 1項の規定により選挙運動のために使用される自動車又は船舶の上におけ冷
選挙運動のために使用する者、暮ら手話通訳のために使用する者及び専ら要約筆記 (公職選挙法第197条

の2第 2項に規定する要約筆記をいう。)のために使用する者 l日 につき15,000円
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職  業

政党役員

参議院議員

幸福実現党政務

調査会長

党 派

民 進 党

自由民主党

幸福実現党

生年月日

(年齢 )

昭和39年

3月 15日

(満52歳 )

昭和 19年

5月 8日

(満 72歳 )

昭和42年

10月 20日

(満 48歳 )

1の ウェブサイト等のアドレス

住    所

http:/フ

“

rw珀たnishiokandeko cOm

長崎県長崎市館内町 5番 16号

http:〃爛 、kaneko― genJirojp/

長崎県佐世保市稲荷町24番 3号

http:〃 enatSu masatoshi com

長崎県長崎市新戸町 3丁目8番H
号

本籍

長崎県

長崎県

宮崎県

性

別

女

男

男

ふ りが な

補 者 氏 名候

西 岡 秀 子

金 子 原二郎

走 愛 琵 鉄

出

別

届

の

本人

本人

本人

出

理

号

届

受

番

l

2

3
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平成28年 7月 6日 水曜日

毎週 火曜・金曜日発行

目 次

◎ 選挙管理委員会告示
・不在者投票のできる施設の指定

長 崎 県 公 報 号 外 (選)

○印は長崎環i例規集に登勲貫するもの

所管課(室)名

選挙管理委員会書記室

tVJ

平成28年 7月 13日 本曜日 長 崎 県 公 報

毎週 火曜・金曜日発行

次

◎ 選挙管理委員会告示
・参議院長崎県選挙区選出議員選挙における当選人の住所及び氏名

号 外 (選)

○印は長崎県例規集に登載するもの

所管課(室)名

選挙管理委員会書記室

１

４
ω
Ｎ

Ｉ

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第32号の2
公職選挙法施行令 (昭和25年政令第89号)第55条第 2項及び第4項第 2号の規定により、不在者投票のできる
施設として、次の施設を指定した。

平成28年 7月 6日

長崎環i選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸

指定年月日

平成28年 7月 4日

平成28年 7月 4日

平成 28年 7月 5日

平成28年 7月 5日

所 在 地

長崎市野母町2283番地 7

雲仙市吾妻町大木場名H7番地 よ

西彼杵郡時津町左底郷38番地 1

西彼杵郡時津町浜田郷726

施設の名称

特別養護老人ホーム光 る海

地域密着型特別養護老人ホームさいわい

介護療養型老人保健施設なづみ

モン・サントラバ‐ユ長崎

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第34号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における当選人の住所及び氏名は、次のとおりであ

る。

平成28年 7月 13日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸
当選人   住 所 長崎県佐世保市稲荷町24番 3号

氏 名 金子 原二郎

一 ユー -1-



平成 28年 10月 18日  火曜 日 長 崎 県 公 報 第 10571号

毎週 火曜・金曜 日発行 ○印は長崎県例規集に登載するもの

目 次

◎ 告 示
・道路の区域の変更 (2件 )
,一般競争入札¢参加者の資格等

所管課 (室 )

◎ 公 告
・一般競争入札の実施 物 品 管 理 室

◎ 選挙管理委員会告示
=平成28年 7月 16日 執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における候補者の選挙運

動に関する収入及び支出の要旨の公表

選挙管理委員会書記室

◎ 人事委員会規則
○長崎県に公平委員会の事務を委託している地方公共団体の管理職員等の範囲を定め

る規則の一部を改正する規則

人事委員会事務局

不

長崎県告示第744号

道路法 (昭和27年法律第180号)第 18条第 1項の規定に基づき、道路の区域を次のとおり変更した。
なお、その関係区面は、県土木部道路維持課及び県央振興局において告示の日から2週間、一般の維覧に供す

る。

平成28年 10月 1こ 日

長崎県知事 中村 法道
道路の種類 一般県道
路 線 名 諌早外環状線
道路の区域

長崎県告示第745号

道路法 (昭和27年法律第180号)第 18条第 1項の規定に基づき、道I各の区域を次のとおり変更した。
なお、その関係図面は、県土木都道路維持誤及び島原振興局において告示の日から2週間、一般の縦覧に供す

る。‐

平成28年 10月 18日 火曜日 長 崎 県 公 報 第 10571号

(21 この調達契約は、世界貿易機関 (WIO)協 定の一部として、附属書 4に掲げられている政府調達に関す
る協定の適用を受ける。

13)調達手続の停止等
この調達契約にかかる苦情処理の関係において、長崎県政府調達者情検討委員会が調達手続の停止等を要

請する場合がある。この場合、調達手続が停止される場合がある。

14)そ の他、詳細は入オL説明書による。

16 S―a,
但) Tヽaire胡 郎D五げof he productsto be puchased:
①Elecion.c Corputer nemork s,sten〈 Ke血 oKl area)13set

②Elec,onic Coπ puter aesvork ttstom(Kenhoh area)lSet

③]輛 Corp d`ter neth・ ork ttttt lShmabam aren 3set
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① Jatuaる ,27,2017

② March 10,2017

③ Jと・ uarン 27,2017

(3)Eおよv9y place:

① PreF∝tttljmonu school,Pref∝ 敵al hgh school and Pref∝ 範ral撃競heeds school五 Ke述 oとュarea

② Prefe_l speclal needs schoolね Ke血 oとu area
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に)Tme ttmittortender by K彊
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G翔山mmagement office,T向 刹」v,Nagasah Plef∝ ょral Co、′e―ent
2 13 Edo ttchi Nagasah 85(18570J“ 理

‐L. 095-895-2881

選挙管理委員会告示

長崎県選挙管理委員会告示第46号

平成28年 7月 10日執行の参議院長崎県選挙区選出議員選挙における候補者の選挙運動に関する収入及び支出の

報告書の要旨を公職選挙法 (昭和25年法律第100号)第 192条第 1項の規定により次のとおり公表する。
平成28年 10月 18日

長崎県選挙管理委員会

委員長 永淵 勝幸

名

誤

室

持

理

維

管

時

品

道

物

―

“
ω
∞

―

備  考
延   長
(メ ートル)

743 6

743 6

敷地の幅員

(メ
‐―トァレ)

8_8-989

9 5-98 9

区域変更

前後の別

前

後

区 間

諌早市川床町282香 1地先から

謀早市川床町626香30地先まで

-1989- -1995-―



平成28年 10月 18日  火曜日 長 崎 県 公 報

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

1 選挙の種類   平成28年 7月 10日 執行 参議院長崎県選挙区選出議員選挙
2 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額 (法定選挙運動費用額)

3 報告書の要旨

第 10571号

lR 9■ 9 000田

平成28年 10月 18日  火曜日 長 崎 県 公 報 第10571号

１

と
ω
④

Ｉ

期  間
平成28年 6月 7日 から

平成28年 7月 21日 まで
第 1回分

支 出
人 件 費
家 屋 費
選挙事務所費

集合会場費等

円

60,000

通 信
交 通
印 刷
広 告
文 具

食 糧
休 泊
雑

306,195

24,000

212,825

142,270

829,440

807,972

0

10,347

盈811(l

74,811

今  回 計
前  回 計
総   計

2,4Ъ,6611

0

2,475,660

金   額
0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

項    目

ビラの作成

タ

計

幸福実現党

山 崎 佳 美

収 入
主たる寄附

(氏名・団体名 )

幸福実現党長崎県本部

太日亀鶴友

岡本泰子

藤川道子

その他の寄附

その他の収入    ,

円

(職業) (寄附額 )

4,398,280

100,000

1,000,000

1,500,000

0

100,000

今 回 計
前 回 計
総   計

7,鴎、280
0

ろ098,280

江 夏 正 敏 1所 属 党 派候 補 者 氏 名

出絡責任者氏名

支出のうち公

費負担相当額

期 間
平成28年 6月 20日 から

平成28年 7月 21日 まで
第 1回分

支 出
人 件 費
家 屋 費
選挙事務所費

集合会場費等

円

2,193,025

通 信
交 通
印 刷
広 告
文 具

食 糧

休  泊
雑

418,650

888,468

5,701

648,030

3,161,900

2,644,595

46,466

977,877

430,442

1,181,418

今 回 計
前 回 計
総   計

12,596,572

0

12,596,572

金   額
320,025円

852,600円

1,439,418円

329484円

198,625円

3,348,120円

選挙運動用通常葉書の作成

ポスターの作成

の立札及び看板の類の作成

sの 立札及び看板の類の作成

自由民主党

収 入
主たる寄附

(氏名・団体名)      (職 業 )
自由民主党参議院長崎県選挙区第一支部

その他の寄附

その他の収入

円

(寄附額)

12,lllXl,000

0

0

今

総

計

計

計

12,000,000

0

12,000,000

所 属 党 派

吉  村

ビラの作′

個人演説そ

候 補 者 氏 名

出納責任者氏名

支出のうち公

費負担相当額

報  告122日7

期  間
平成28年 7月 25日 か ら

平成28年 7月 28日 まで
第 2回分

支 出
人 件 費
家 屋 費
選挙事務所費

集合会場費等

通 信 費
交 通 費
印 刷 費
広 告 費
文 具 費
食 経 費
体 泊 費
雑   費

円

1,628,200

357,160

0

82,708

99,350

0

0

0

0

0

6001

今 回 計
前 回 計
総   計

2,173,419

12,596,572

14,76動 991

金   額

0円

0円

0

0円

0円

0円

0

297 2 回

項    目

ビ

ポスターの作成

自

計

所 属 党 派 1 自由民主党
吉 村 伸 一

収 入
主たる寄附

その他の寄附

その他の収入

円

0

0

0

今  回 計
前  回 計
総   計

0

12,Ollll,000

12,lll10,000

金 子 原二郎

報告書受理年月 日

候 補 者 氏 名

出納責任者氏名

支出のうち公

費負担相当額

1257日

―-1996- -1997-



平成28年 10月 18日  火曜日 長 崎 県 公 報 第10571号

―

一
卜
Ｏ
Ｉ

期 間
平成28年 8月 18日 から

平成28年 8月 24日 まで
第 3回分

支 出
人 件 費
家 屋 費
選挙事務所費

集合会場費等

円

0

通 信
交 通
印 刷
広 告
文 具
食 糧

休  泊
雑

55,000

0

179,768

142, 901

今 回 計
前 回 計
総   計

377;669

14,769,991

15,147,660

金   額

0円

0日

0円

0円

0円

0円

0円

項    目

ビラ

ポスターの作成

ミの作成

計

自由民主党

吉 木十 イロ
収 入
主たる寄附

その他の寄隋

その他の収入

円

0

0

0

今 回 計
前 回 計
総   計

0

12,000,000

12,00Q000

金 子 原二郎 1所 属 党 派

選挙事務所の立札及び看板の :

候 補 者 氏 名

出納責任者氏窄

支出のうち公

費負担相当額

3日日

期  間
平成28年 6月 7日 から

平成努年 7月 21日 まで
第 1回分

支 出
人 件 費
家 屋 費
選挙事務所費

集合会場費等

通 信 費
交 通 費
印 刷 費
広 告 費
文 具 費
食 糧 費
休 泊 費
雑   費

円

1,047,000

900,000

284,020

0

906,302

2,441,625

3,752,閣

73,151

490,527

248,854

371,695

今 回 計
前 回 計
総   計

10,515,559

0

10,515,559

金   額
320,025円

352,600円

1,269,000円

494.226円

207,968円

198,625円

3,342,444円

項    目

ビラの作成

ポス

真の作成

計

民進党

高 載雪 千 叢

lD廷 入
主たる寄附

(氏名・団体ン呂)      (職 業)
民進党長略県参議院選挙区第 1総支部

民進党

その他の寄附         9件
その他の収ノヽ

円

(寄附額)

7,900,000

5,000,000

57,000

1,000,((0

今 回 計
前 回 計
総   計

13,957,000

0

13,957,000

所 属 党 派

L及び看板の :

西 岡 秀 子

選挙運動用通常 |

個人演説会の立

候 補 者 氏 名

出納責任者氏窄

支出のうち公

費負担相当額

第日7日

―-1998-―
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(1) 画面をご莞ください。

挙
会
選

員
平成 28年 参 議 院 長 崎 県 選 挙 区 選 出 議 員 選 挙 長崎県
7月 10日執行      遅≧ 毒簑 ノム｀  報       管理委

まき としなつえ

憾

本音、本気の政治でみなさまの幸福を実現します !
幸
福
実
現
党

江
ぇ
爵
番

,t第併の骸ミ),,中 曇の奥状と|きどの軍魯絋藪に対,る｀抑止力
″
を螢■し

よ売アメリカわ̀
泉
アジアから引いていく可確こがあるや

｀
日米同霞の強化

″
を

國り,つも零渡9禁政こによって` 自主防衛
″
,J(で昔るようにします。

0す ぐ に 景 気 を 良 くし た い か ら 、 消資皓,は、
60P,,翰6割を古ある艘大消費を冷え込よせ、景気悪化やトータルで

消費税5%に!    解繁ξ瀬尉緊麓離禦認浮%への再増税の即刻中止は

淫今写二序鶴 謎を!豊ぱ翻iどξ斃与縫籍ξξ雷稲慈ξ

紳こ変繍とぁれ餞幸福実現党

0平和を守り抜きたいから、
しつかり回防 !

静
幸福実現光 公式サイト h卜party,p  江

=正
敬′/1Aブロ,htip:′ /enatsぃ masatoshi com

▼

)

1987～ 10月 20口 生まれ。東気粛様 大顔大学工学部を経て宗独法大学褐の■学に事転 広翔奇秦 人事局長 未来ユートピア政治研究奏

畢
't辞

西
岡

秀
子

に

し

　

お

か

　

　

ひ

で

　

こ

民
進
党

５２
歳

今
回
の
選
挙
は
、
コ日
本
の
本
ぺ

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
本
ぺ

次
世
代
の
子
ど
も

達
の
未
来
を
安
倍
政
権
に
白
紙
委
任
す
る
の
か
Ｌ
そ
れ
と
も

一
度
立
ち
止
ま

っ
て

も
ら
っ
て
、
重
要
な
問
題
に
対
し
、
国
民
的
な
議
論
を
す
る
の
か
」
の
工
者
択

一
の

選
挙
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
政
権
は
、
国
民
不
在
の
政
権
運
営
を
続
け
、
憲
法
さ
え
も
無
視
し
た
安
保

法
制
や
「国
会
決
譲
Ｆ
を
無
視
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
套
輩

様
々
な
所
で
ル
囃
ル
違
反
の
筋
の

通
ら
な
い
政
治
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態
は
、
従
来
か
ら
の
白
民
党
政
治
の

「問
題
先
送
り
の
構
図
こ
そ
の
も
の
で
す
。
行
き
お
く
先
は
、
強
者
が
よ
り
強
く
、

弱
者
が
さ
ら
に
き
境
に
立
た
さ
れ
る
「格
差
社
会
」
で
す
。

今
こ
そ
、
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
真
の
制
度
改
革
が
必
要
で
す
。

「全
て
の
人
が
、
自
分
の
居
場
所
で
安
心
し
て
活
き
活
き
と
生
活
で
き
る
社

会
」
ま
た
、
「日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
逢
が
、
生
ま
れ
た
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、

夢
と
希
望
を
持
ち
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
つ
く

っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
「
一
国
民
、
一
県
民
、
一
女
性
」
の
立
場

で
、真
摯
に
一私
心
の
な
い
政
治
」
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

何
卒
、
西
岡
秀
子
に
、
と
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
女
性
の
視
点
で
取
り
組
み
ま
す

＊
齊
児
・介
護
休
業
制
度
の
充
実
（企
業
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
）

■
保
育
圏
・幼
稚
園
・学
重
保
育
の
拡
充
と
、
そ
こ
で
働
く
曽
さ
ん
の

待
遇
改
善

キ
再
雇
用
・再
就
職
支
援
の
充
実

◇
誰
も
が
安
心
で
き
る
「年
金
」を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
制
度
構
築
に
取
り
組
み
ま
す

◇
「教
育
立
国
」
日
本
を
目
指
し
ま
す

■
幼
児
教
育
の
充
実
（就
学
前
教
育
）

＊
家
庭
に
お
け
る
教
育
要
負
担
の
軽
減

＊
奨
学
金
鶴
度
の
拡
充
と
返
済
不
要
の
総
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

◇
繰
々
な
分
野
の
格
差
是
正
に
取
り
組
み
ま
す

◇
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

◇
ふ
る
さ
と
長
崎
果
の
希
望
あ
る
未
来
の
た
め
に

取
り
組
み
ま
す

＊
急
速
な
人
口
減
少
、
都
市
部
へ
の
若
者
の
流
出
、
県
民
所
得
の
低

迷
な
ど
、
そ
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
離
島
に
お
い
て
は
、

一
層
深
刻
で
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

キ
世
界
に
誇
れ
る
歴
史
・文
化
・豊
か
な
観
光
資
源
を
充
分
に
活
か

し
、
ア
ジ
ア
の
表
玄
閲
と
し
て
、
必
要
な
基
盤
整
備
に
努
め
、
経

済
浮
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

国民の二 の声を届けます′―プロフィールー

１
９
６
４
年
３
月
、
西
岡
武
夫
（元
参
議
院
議
長
）
の

長
女
と
し
て
長
崎
市
に
生
ま
れ
る
。

学
　
歴
…
市
立
長
崎
幼
稚
園
、
長
崎
大
学
附
属
小
・

中
学
校
、
活
水
高
校
、
学
習
院
女
子
短
大

学
習
院
大
学
法
学
部
卒
業

職
　
歴
…
国
会
議
員
（父

西
岡
武
夫
）秘
書
、〈
不社
員

会
社
役
員

金
子
原
二
郎

ふ
る
さ
と
の
視
点
で

国
を
変
え
る

金
子
原
二
郎
の
１０
の
重
点
施
策

10987654321

げ
ん

　

じ

　

ろ
う

長
崎
の
津
々
浦
々
ま
で
実
感
で
き
る
景
気
回
復

地
方
創
生
で
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

社
会
保
障
制
度
の
充
実
。強
化

同
一労
働
同
一賃
金
及
び
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
実
現

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
負
け
な
い

強
い
農
林
水
産
業
の
実
現

人
口
減
少
に
苦
し
む
地
方
白
治
体
へ
の

財
政
支
援
措
置
の
拡
充

九
州
新
幹
線
西
九
州
（長
崎
）ル
ー
ト
の
整
備
促
進

西
九
州
自
動
車
道
、島
原
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

県
内
遭
路
の
整
備
促
進

長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
の

世
界
遺
陸
登
録

諌
早
湾
千
拓
開
門
問
題
の
解
決

経
験
、
実
績
、実
行
力

０
●
簾
碑
糠
軽
４
銀
●
●
全
Я
　
国
民
鯰
菫
醐
日
〓
ａ
け
■
　
童
罠
力
入
口
激
少
二
会
脅
”
囀
”
姜
員
員

(自民党公認 )

-141-



(1) 両琵をご覧ください。

平 成 28年
7月 10日執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙
会
選
員
県
委
崎

理

長
管

あなた

国民と進帆

民熾イt衰 彎観力也

一

一

一

民進党比例代表名鷲量観者 (アイウエオ贖 )

小

林

か
わ
い

か
ま
た
に

也

な

ん

ば

二

矢

田

わ

か

子

′
liⅢ

野の

次じ

郎:

患

聯
霊

鰯
ユ

Ｎ

大
河
原

ま
さ
こ

と
ど
ろ
き

ものづくり,大づく
賞Ⅲづくり。

え
き
き

た
か
し

田
中
虫
登
ご
習

ふ
じ
す
え

健
三

４一一一一““一ぃ中弾一“

豊

鰯
最

鰹
量

継

量

聯
霊

蹴
息

］

一一一̈一一，一【一一一中”弾一

石
橋

み
ち
ひ
ろ

た
し
ろ

か
お
る

藤
川

じ
ん
い
ち

”
鰤

芳
生

　

し
ば
た

巧

　

は
ま
ぐ
ち

説

奮手
田た

■4=と。

輔るい茉表。

羅4の声力̀
田
t"かすI

白

ｂ

ん

く

ん巖眸服雛
競
柳

西
村

ま
さ
み

な
た
に
や

正
機

も
り
や

た
か
し

比例代表は◆「候補者名」または「民進党」と

【　　一一一一̈一一一一一， 一いい弾弾
観4工0‖造…構機
可協と共生抵套へ～

前

田

し

民進党為お善きください。 www.minshin.o∴ 』p階T“=民途

愛してるから←黙つてられない。
回防強化 減税    マイナン 一ヽ見直し歴史認識  経済成長
さr和を守り骸きたいから、すぐに景気を史くしたいから、個人のrl山を守りたいから、    腫史・領上ml題に正破を誘え、GDPl,51Xlりと,1達成・で、
しつかり国防′   消資税を5%にイ    マイナンバ…の見直しをイ   騎れる日本を了     揺るぎなき第栄日本を′

6 ′じ

ξξ与ξ
幸福実現党
ケ】r panttp§博惇量訛甜rかそう魯電尊曇 ヽ

|、
手

新しい選択。

1鰐称 :幸福比例は

とお書きくださしヽ。
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(2)

平 成 28年
7月 10日執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙
会
選
員
県
委
崎

理

長
管

弓か つた
0

まもる  をとりも
“

日本共産党など野党4党は「安保法団=戦争法廃上、立な主義をとりもどす」という六義のもとに犠束しています。
アベノミクスヘの対抗軸も持つていますと戦争法の強行によつて立な主義をこわした政権に審判をくだすときです。

野党4党は、野党、市民と心ひとつに舗束。安倍政権を打倒し、新しい政治をつくります。

経済にデモタランーをg歴餌″

2
フ 税金の集め方を変える   フ 税金の使い方を変える   ″ 働き方を変える

1

。消費税10%は先送り実施でなく
キツパリ断念を。

●富裕層と大企業に応分の負担を。
車措層ほど

`臣

くなる所得説員1鳳事をえたします。

中小企寒より低い大企森の議点狙をたたし、もうけにふき0しい
A掘を求めます。

タツクスヘイブンを利用した富裕磨 大企策の除税逃れなどをただ
します。

くらしを支える財源9兆働をつくt,ます。

●年全削減は中止。

「減らない年金・瑕れる年金」を実現します。

●日の責任で、医療費の窓口負担、
国民健康保険料 (税)を軽減します。

●iB可保育所い。万人分)を緊急に増やします。

●保育士の質上げ lttSttB乃 ブ、とらに等田切5万関アッカ。

●大学授業料を10年で半額に。
返済不要の給付制興学金を創段します。

。派遣から亜社員へ、派遣法抜本改正。
ブラツク企業を厳しく規制します。

。最低資金をいますぐどこでも
時給1000周へ。さらに1500円へ。
●残業時間の上限を法律で規制します。

3

憲法改悪を許さない
「平和の外交戦略」を
●憲法0条2項を削除。「国防軍」を明記し、海外での無条件の武力行使へ。
「緊急事態条項」で基本的人権を停止、事業上の「戒厳令」を可能に

一 こんな改憲を許しません。

団

協

囲

原斃ゼロ、再生エネ先遠目へ
●川内原舞Iよ0上。原発再転口を中止し、全原うこそ
EFのプロセスヘ。
●20SO工 までに電力の4割を再生可能エネルイー

T'Pに断国反対
●農窪切のほ構保置 所得摘償を猿本

“

Jに碧化します。

●大企棄と中小企業との公正な取BIルールを確立します

新 工 競 中 止 、

雪天劇墓地は無条件撒去
●沖縄囃良の民なを無視した辺野古新と造螢餃の中止

と,天固ユ追の無条任H去をアメリカに求めます。
●日米亀故臨定を振本改正。

災書から口民の生衛と
財産を守る
0敏 l喪■生活再逮責機法の支筆とを900万 円からう00
万円に引き上げ.対象を半壕などに広げます。
●自宅邊韓者をふくめ当面の長活の単

"へ
の費猥をおこ

。興密に強い社会と園■に。防災議災つまちづくけを。

女 性 の 専 戯 、人 権 の 保 障 、

自由と民主主磯を発展
●男女資金絡と ,造,格差別などのたこをはア)ヽります。
●ξ綸 .歳理の自由を守ります.秘密保康′演を藤とします。
ヘイトスピーチを線魯じます。

●葛強生の主笛 としての自由を申ります。

。もめごとは活し合いで解決。機対に戦争にしない

一「北案アジア平〒】協力構想」の実現をめざします。

比例代歳名簿量磯者 t第 1政】

蓼院臓員           ●勇B員            い院鵬奥           元泉備迪A          党極蠅策BttA長        党福B環常任螢員       え翔三彙H          党
=4隠
羽套員長      党長野R4贈 員

市田 恕盛団 田村 智子□ 大関みきし囲 響名なおあ昔題 いせだ農子団 いわぶち茂団 おくだ智子団 権策かすゆき団 たけだ良介回

典・卸
ェ
員ユ

P籟

とヒlttl代表は■ホ猟塵え
WWW,Cp or,p

とお古きくたさい

賂称 共産党

田ロ
)t〕 1' E田
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(3) 画面をご覧ください。

平 成 28年
7月 10日執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙

会
選
員
県
委
崎

理

長
管

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
ｍ
の
口
ａ
承
隠
ル
ー
ル
を
決
め
吉
し
た
。

痛
館
予
防
や
治
患
０
た
め
に
、や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
せ
よ
し
よ
う
。

うぞうたなかだIiすけ れ造寿逸
ノンフィクンヨンライター

介
鷹
ｏ選
擦
ｏ毎
金
の
３
保
険
の
一
体
化
な
ど
な
ど
を
握
案
中
。

際祭工■管理奢

助
二
百
よ
奮
カ
タ
チ
に

縮
重
建
正
や
再
分
路
は
、こ
れ
か
ら
奉
脅
。そ
れ
は
憂
蔵
ノ
ミ
ク
ス
」で
す
。

とい囃弾

私
た
ぢ
だ
け
が
上題
困
理
や
り
よ
、と
コ
つ
て
き
て
い
ま
す
。お
カ
モ
賞
し
て
下
さ
い
。

中膊
弾
加
弾

難
病
や
医
療
大
麻
の

会社経営

「家
庭
メ
、
タ
ス
」で

ア
ベ
ノ
ミ
タ
ス
補
強

た
だ
一つ
の

脱
原
発
す
る
比
例
代
表
は
２
回
目
投
票

「名
前
」か
「改
革
」と
お
書
き
下
さ
い
イ

幾
あ
ら
い
広
幸

録
WWW.ShintOkalkaku.,p

山田六郎 朦田かよこ
環お麟院強員

貿改革

ω

書社級員 飲食宙経営

女子力で

「ごちそうさま」
を世界にI

原発ゼロて

再生可能
エネルギー社会
を実現!

ht帯干

生き辛い社会を
コウプウ改革

私も候補者
なんです

早期に

医療大麻研究を。
おかしいことは、
おかしいと菫う

社会的弱者に

もつと政治の

暖かい光を

表現の自由を守り、

児童養霞・障がい者

政策推進

ュ
守
け

アベ政治の暴走  る
・憲法活かしf鞘争しない園」へ ・脱原発社会をめざします
。時総今すぐ1000円以上に  。TPP参加に断国反対
・返さなくてもいい奨学金を  ・消費碗率の引き上1ヂ測0
・辺野との新基地題般反対   、

平和慰ェムと殴後知年にわたる平和H家としての
''・

みを壊すこと1工 1曽lして許せま
せた。社民党は平月1憲法をいかし、平和で入れ1らしく帯らせる社会をめざします。誓

書

htt,:″呻 5。 sdP.o可 p,
比例区は

政治を
市民にとりもどす
ふくしま

福島みずほ

平和と共生と
安心のくにづくり
よじだ

吉日ただとも

鉄熙重講潔認路置 象驚留ど躍醍浄  '鵠躍習伸迪合盛五lE営餓置魚工“
センタ事薔
稲超驚翼Ч艇命

拶

事

蒸
ち

敏と
そ予ξ

憲法9条を守り、  少数をへの差別と 貧国の連鍼を斯ち、支えあう     命の専厳を訴え
脱原うB社会の実現を 領見を無くす   平和な社会    いのもてる社会ヘ ダマス政治に終止任を

癬とを解3飴亀
呂t

羨↓

捜雲閣は7周 職O姻 (園 )です。
選 挙 区態 うす も` 黄 色 の投票溺紙短候 機 着 墓 を

とと,1代表は白   色 の投票用紙籠候補着名または政党名のいずれかを
(投官〔す1蜘蔦を致ちんゞえないよう1こ投京しましょう。)

日本の将来を決めに行こ“挑
～選挙権年齢が48歳以 上 に与藤げらオ■ました,や

投i:「 11ニ イ11'ゃ レテ ,ヽ一なとの ,41かあるオイナ、JI‖ れ〕炒,Tま た(14く 4i帝投求を1′ 土と主う.
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両面をご賞ください。 (4)

平 成 28年
7月 10日 執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙

会

選

員

県

委

崎

理
長
管

すよして頂(

曽油嘉

…つ,つ
曽様には

リヽ

(略称)支持なし

0
▼

▼
4

,

Ч

支
持
政
党
な
し 党

△
　

党

○

　

党

行使しに行く

例代表は

構 紹鞠 総 鰐 線 鰍

Iナ

r支持政党なしJの正臨な民なを敷字で表そう!

日本大学卒。rに ,本切への挑嶽JJを■調に 大学e苺 (全 On)の
,守に(伝 ,情報通信ネットワーク機立。2000年より盛大未rlの
法渤局より費く僚刊に雪用機報を鶴嘉て守る「豊備簿口●館」
,秦書眼田Ⅲ。2013年 7月より支鸞脅党なし代喪。

さの・ひてみつ
454党代表

∝
傾 応大名誉数殿・離 学つ せ つ

徳国民怒りの臨〕
99°/oの普通の人々 が
共に生きられる社会へ!

小林節とはこんな人

阿より予o9歳 )

④
橋本べん●2熊〉 渡辺良弘

“

o歳) 杉本志乃 (48歳) 首日あき子 (45歳)あ らき大樹 (45載〉 大西サチエ149虚 )立,Hみつあきoo歳〕 平野道子o7歳 )

●問い合わせ先/「国民懇りの声」事務局 http:″ koKumin・ no‐koe com/ 東京都港区新績2‐ 16■ 704B TELOa‐5510・ 9020 FAX03・3S02」 661

上%の宙裕用の代弁狩アベ政治にNOl

(‖健)、 三績成影 (中山碑)、 鴻川れい子 (七

菓軒n票 )、 西毎磨湾子 (r虫傑鶴連′よに置対す
るママの全J受憩人,、 伊勢崎買湾 t田朦4,い

"決入)、 原中勝征 l訪日本■

"会
会長l、 宇椰歯

健児 (屁口沐弁霞士蝠0食 食長)、 中山aヽ敏 (弁

とと,、 太諷書子 (弁霞■)、 自弁聡 (,ぃ 宏)

内田樹 (蒸競 A穂章,、 平松邦夫 (元大幅市
長)、 道浦母部予 (H入〕IB不罰

ガンバレ !

小林節と1国民怒りの声」

NO!(反対)
メディアヘの介八◆
消費税再増税け
辺野宙新墓競電設→

TPPへの●加◆
原発の再稼働け
戦争法と関連韓け
憲法改悪 ◆

YESI(実現〉
自由な覆輸報道の回復
まず行財政のムダをなくす
中止しアメリカと再交渉!
再交渉日本の口益を守る!
新エネJレギTへの転換!
子育て、教育、雇用Ⅲ福祉の充実
人権・平和園家プランドの発信

「国民懇りの声』7つの基本政策

凸
Ｆ
エ

■
重
Ч

♂
耽
督

毅窯題はT潤 電嬢 国 (期 )です。
選挙区はうすい鑽盈 ④投票用紙に緩補着名を

とと拶む代表燃虐   毯 の投票用率氏に候補着名また鯨政党名のいずれかを
(投来 rl↓紙をまちがえないまうに投環とンましょう今)

囲小の将来を決めに行こう。
～選挙縫年齢ね(18歳以 上 矩韓 ザ うれました～

1を 打 ,(:1任 llや ,テェ‐‐などで
',予
定府Ⅲ),ム ,ケ 4ミ、警;1 増投Ⅲlまた4笑イriキ :をィ十セt it´ :う
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(5)  画面をど賣ください。

平 成 28年
7月 10日執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙
会
選
員
県

委

崎

理

長
管

生活Ⅲ第恥僅撤筵健量
政
治
と
は
、

生
活
で
あ
る
。地域が主役の社会を実現します I

生活の党と
山本太郎となかまたち

く教育>

く家計>く子育て>

<雇用 >―

く医療>   ―
●国民皆保険の堅持と窓口負担の軽減

0わかりやすい年金制度ヘー元化
0ベーシックインカム制度の導入

0高校授業料無償化の堅持
●給付型奨学金制度の創設

●月額 2万6千用の子ども手当実堀  0可 処分所得15借を目指す
0保育園待機児童ゼロ       0地 域経済活性化の交付金を実現

●非正規労働者の正規労働者化

●地方分権で地方の雇用劇出

,

「安定」の白公か「混乱」の民共か――を選択する選挙です
今Ⅲlの参能魁は、由民、公けII前党による「安定11'文 t静 の継縦で,′x策を前,とさせるか、Fx策もめざす社会惚もまるで途う、

民うと、失チll努 力による「ど`七乱 Jの政治に納るか、今後の
「
1本の字1路を‖Iう 〒lA｀ な遺〉卜です。

H公 口,党による3年 十の安定政itrのもと経,斉 11生を進め、税収増やれI川・生々命の改洋を賞現しました。

公り1党は、この′

'ヽ

みに力強さを増し、デフレ脱
'd'を

やり迷げるとともに、そ(′)賞感を11のすみずみまでlliけていきます。

人ひとりが
"卜

き,命ゴilできるネl会の突りよi向け、「成民と分配の好俯環Jを強力に進めていきます。

成長職晴や個人消費の喚起策を実行し、さらなる票H十の収入アップを実現します。
●珀[た、て

`ヒ

、段Xなどよしl咬の魅ノJを所かした
'也

オ伸1生を,確,と     ●htllく :そ企10()01イ令,対加■L｀ r均 )への引 Lげ、
「
I 労働「1-tヱ命9)文オJ

●ドittt,い じおを1‖さない.やる気のある中小企業を応1濃        ●経済の,I術環をlll共にするため 総合l′とかつ大Vlな li済夕j策を文行

長時間労働を滅うし、有綸休畷や育児介蹟休業の取得を推進するなど、働き方・体み方改革を断行します。

●I↓問タトリケlコのに1‖ J‖、
'l“
入                  OH‖ 与‖1動傷やテレワークのとにlと|

●I‖ F"折 ,tti甲維″とヽ1″手
'イ
い竹織Ⅲと北ゼIp‖ F,■          ●テ絡付4JRイ倫J'W,,研「Ⅲ41〕 ,科 r)11′令を,iん

消資貌引き上げ延翔でも,保育・分離の最け皿拡大や人材の確保など、財源を確保し社会保障を着案に前進させます。

希望が、
ゆきわたる

浜田 まさよじけt 藤野 せいし新

へ
O

●ll丁 ,や介謹従IXの 11命引き11■キャリアアッブt提
0,(年 金の方々へυメ午金生活I文提綸付金jυ )ヽコザrkうと

0無生命対策として、4:′ 受`給に必要な加I入W‖冊を25年かⅢIO角‖こ
0がん対策、鮒崩対ガて、潔蜘1テ r対策などの推逃

よこやま個― 班
元R林水Ⅲ人‖

'政

務11.券院議rモ Bu.
北ll近人,大ヤ折il l訳軽4tイヤイ(得`56衰 ,
“地方n韓生"で木米をFlllる。
失現力の

'チ

◇

Will芝興即1大すH.歩銑:飛 1(2翔〕,
末語:大 ′下。5('破、

あなたの声、活かす力′

長沢 ひらあき現
参院災

“

対禁41"1公 11葉。
参院議す11増〕Ⅲl●十大学卒.57茂 ,

庶民とともに行く。

1人
t′Ⅲ′■‐体ⅢI下党[載際「↓次〕三I
愛媛大学大学院世「 ,1卜世修i51戒 .

木来を診る。希望をひらく。

災害に強い国づくりをめざし、防災・減災ニューディールを書実に推進します。

eド F"t28`,― 熊Bく
'也

喪、剪H14、 l、催猿からの伽11・ 純,(         ●撰楽kの 方々 のア(ふてきるfヽまいの確I(と 4Ⅲ帝P,赳支援のhおよ
0,む勝やヽr.な どのltX,命 イヒ,の t寸策をllめ、11内 1お

'(や
れ
'Hを

印,11   ●よしl lⅢオ笑力の山 Lと、防災拠点の半8'

I式  (小 さな声 を、聴 く力。 Frr― tみr

1納 |

谷 あ い 正 明 現   あ き の 公 造 現

す政務 llrir～祠1会 ,t.参院:ヽ崇ZttI   党参院P((市 i注副Fヽ )(参 l,ι ttr tl牌 |
男(l′人+大 it,た 1娑 士沢h:4少 r.13政 .  1と鯨I大 半

'、

平院,必 r4ドアⅢ

入‖Iを守る。‖士子(を l,llく    り!河のすl止:謝tニッポ珀を造る。

1 公り,光は、参脱選比例I`に l11どの6人をはじめ17人を公認しています。ヽ1卜Ⅲ I

三

力強い経済成長を一地方へ、中可ヽ企業へⅢ家計ヘ

著者・女性が活躍できる希望社会ヘ

に前進社会保障

安全・安心な回づくリヘ 防災・減策対策を

比例区の投票用紙には、公明党の擦補者名または公明党と、お警き下さい。
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(6)

平 成 28年
7月 10日 執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙

会
選
員
県
委
崎

理

長
管

ё嫉
韓

工0道を。力強く←前へ。
政権奪還から3年半。私たち自民光は、経済を最優先に取り組んできました。

雇用は110万人増加し、企業収益は中小企業も含め過去最高となり、今世紀最も高い水準の賃上げを3年連続で実I環 しました。

また史上初めて、有効求人倍率がすべての都道府県で 1倍を超えました。全国の求釉者誰にでも仕事先がある状況です。

アベノミクスは、また道半ばではありますが、確実に「船黒」を生み出しています。

これからもアペノミクスのエンジンをフル回転することで、デフレからの脱出速度をさらにカロ速させます。

先日、オパマ大統領による被爆地・広島訪間が実現しましたと平和安全法制の成立により、日米同盟のll中は一層深まつています。

「前進か、後退か。」隠本をあの混迷の時代に、後戻りさせるわけにはいきません。

私たちの子や孫の世代に、平和で豊かな日本を引き渡すため、この道を、力強く、前へ進んで行こつでlよありませんか。

く自由民圭党公認 比例代表候補者>

白働民とた
=な
諄椛

率 絡孝ユ

比例代要は自民党比例候補着名または自民党とぉ魯きください。

中 西 さ と し

餓llj万 騨生 晏気

“

。コ霞 少〒ヽいt',二 宝tが活留できる1,の

叡(大 れ機と:建,フ11螢化、憲工′改正 】ムと
'′ 'び

さんと(',こ サ章です。

今 井 絵 理 子

星
と く し Iず 雅 之

簿
竹 内 い さ お

餓資套着「:こ芸左竜事
==分
発に

'こ

三ヵを尽くtフエす。

う と た か し

観
藤 丼 も とゆ き

量

あぜもと将吾

鐵

大 江 や す ひ ろ

線0おえやすけら 前にtt咤議難

藤 本 し ん や

量
小 ,IIか つ み

餓立Jo[七nRて '′■種工4■Lにコするtlパ ピリテーシヨンオ疑 ,■

掘 内 恒 夫
徴えボーノ牡余のす環をF毛 (′ ええな日本をつく

',オ
ロ
,

あだ 0ま さし
駐
片 山 さ つ き

働.

増山としかず

盈に,のために,地域を互えをい′Jヽ ′すヽ着l蓼事要との力にを了,た とヽ

足 立 と しゆ き

鎮争」マユエ戦をおⅢ●鐵■ととを守る|=護座卒■生に,とことよす.

進 藤 か ね ひ こ

鏡
水 お ち 敏 栄

量
伊 藤 ようす 1サ

量
自 見 は な こ

つヽつよj子を七 子弯て支観 区1オl介番 種れif`煮うよくう

目 島 よ し 131み

獣医療供盗体利の種泣0口 Rが安ヽして憲うせる中方倒生を約整

そ の だ 修 光

盆
山 奮 え り 子

鎖4止  茶しい日本を,ゃたあ全力を̀
´
くて,よ o、

たかがい恵美子 迪 ■  宏
最いくことが私l′)散造家とtフて()と ,そす。1を並散 :ヽを国政へ」

政治は国民のもの

自賢真
WWWo〕 B m ttn.〕 p
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(7)  両面をご覧くださV、

平 成 28年
7月 10日 執行

参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

選 挙 公 報
挙
会
選
員
県
委
崎

理

長
管

古い政治を壊或新しい政治を創る。
今の政治 lま全や権力とん着ずる政治家天回 !

遺く

消費税増永うとと同時期に
錮会議買報百‖

月額約26万円
'曽

|

月100万円の
ポケットマネー

(使 逮公開されない文妻通信交通費)

大企業がら政拾家への

献金 t試

年25俺 Fl以上!

消費税増税を先送りした今だからこそ、政治家が身を切り財源を生み出す。

納税者が納得のいく改革を、全国へ ! 代姦松井―郎

恒久的に30%肖じi咸 !
会議員の報酬を

領収書公開を義務化 ! 受け取りを禁止 :
団体献金の

比例代表候補者

ギ
ブ

剛

あ
ら
と
薬
夫

さ
か
い
良
和

一二
宅

博

片
山
と
ら
の
す
け

串
〓
■

弾酬

一霊百］

英
明

み
つ

鈴
木
一〕う
じ

渡
辺
よ
し
み

石
井
あ
き
ら

島
さ
と
し
　
矢
野
よ
し
あ
き

い

旅
つ
さ

計算の得意な

み
孝

鈴
木
の

憲

__多聾 墜主 …… 
…
 _ェ全弾欝 1■■4 ___日  _堡二堅 全狂 _

マンカら幸能 ▼慟)―
争かつは三度洟け禁上

lこ新の主役者が
離新の改革を全国ヘ

軽やかに苺らせる日本にしたい

ヒ
グ
チ
俊

身奄切る改革、維新だからできる。

単坤弾一比例代表は「維奉汗」または、候補者名をお書きください。

一【聯中埠ふ

す
こ

消費増税再延期だけでは不十分 日本0 ろ

ａ
蛉粗
中億
柳

成長戦略、著者応援、老後不安を解消する新発想がF日本のこころξにはあります!
日本めここうを大切にする党

(鶴称「日本よ)

③
観
韓霊
中

払う消費務から、静める消費税へ。
景気回復の新発想!消費税マイレージ制度

全く
消費承軟を喚起し、経済成長ヘ

飛行程に乗るとマイルが貯まるように、
消費税を払うとマイルが貯まつて、65歳を超えた時に
還付される制度を私たちの党は縄案しています。日本のこころ代表

中山恭子

弾
今年3月の,I繭院手第蚕員台て、安僑組下理からこの

“

l度に対して、

消費を活性化するための建設的オ
`F提
案であると評価を受けました。

Mの 隆 購 WE翼

日本のこころ  田

比例代表

候補者

新発想「消費税マイレージ帝ll度」の導入で年実質的な減税を

比例は旧本」と書けば、日本が変わる。三枚目の投票用紙は、「日本」とお書きください
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(3)

選挙区は

候補者名を書いて
比例代表は

候補者名または政党名
のいずれかを書いて '

う
す
い
黄
色
の
投
票
用
紙

白
色
の
投
票
用
紙

投票用紙をまちがえないように投票しましょう。

畷本鉾籍素登浚艤筵縛通う。
～選挙罐年齢ぬヾ18歳娩墟色鱚BI下げもれました～

参議院議員通驚選挙

7罵 10園 (国 )投票
投票日に仕事やレジャーなどの予定がある方は、期日前投票または

不在者投票をしましょう。

選挙区

□

□
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